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・・・・・・・・�36

総合計画策定に向けて
都市計画マスタープラン策定
ごみ処理施設整備事業
ふえふきトピックス
笛吹市探訪
輝け笛吹の未来
笛吹市環境ニュース

日曜日に窓口を開設
市役所の機構が一部変わります
笛吹市民講座受講生募集
笛吹警察署生活安全ニュース
図書館インフォメーション
ふえふきインフォメーション
笛吹市桃の花まつり

H19.2.11　日本一早いお花見（富士見地区のハウス桃園）

広報ふえふき 桃・ぶどう�日本一の郷　笛吹市
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　合併時に策定された新笛吹市基本計画の施策に関する満足度と重要度について、ご意見を伺いました。

　基本理念の視点で見ると、「快適な生活都市の創造」に関する施策の多くが比較的重要視されている一

方、「個性輝く自立都市の創造」に関しては比較的重要視していない方が多いという結果となっています。

　施策別には、保健・医療や子育て環境の充実、循環型社会の推進などの施策について、満足度・重要度と

もに評価が平均以上であるという結果となりました。それに対し、交通環境の充実や勤労者福祉・雇用促

進などについては、重要度が高いものの満足度は低いという結果になりました。また、学園都市の推進や

行政機能・体制の強化、商工業の振興などに関しては、満足度・重要度ともに低い結果となっています。

　
笛
吹
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
市
の
将
来
像
や
基
本
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
を
示
す
総
合
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
、
実
施
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
る
も

の
で
、
策
定
に
向
け
て
は
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
声
を
反
映
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
は
じ
め
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
子
ど
も
議
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
昨
年
10
月
に
実
施
し
た
「
総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
結
果
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
分
析
を
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
内
の
18
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

2
5
0
0
人
に
依
頼
。
回
収
率
は
53.
4
%
で
、
1
3
3
4
人
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

アンケートにご協力いただいたみなさん

（平成18年10月1日現在）

（18歳以上の男女）

全 人 口

抽 出 数

有効回答数

回 収 率

71,918人

2,500人

1,334人

53.4%

●

●

●

●

◎アンケート調査の概要

●�居住地域への愛着度�

●�身近で整備が必要な施設

●�今後の居住意向とその理由

●�施策に対する重要度と満足度

●�今後の都市整備や市街地整備の進め方

●�今後の土地利用で重要なこと

●�市で自慢したい・次世代に伝えたいと
　�思うもの

アンケート調査は、回答者本人の状況のほか、
次の項目で実施しました。

生まれ育った故郷であることや自然環境、生活

環境がある程度整っていることなどが、今後も

住み続けたいという意見の上位を占めました。

安全や社会基盤、福祉など身の回りの生活環境

の充実に関する施設整備をするべきであると

いう意見が上位を占めました。

「計画的な開発を行なうべき」という意見が最

も多く、次いで「最小限の開発にとどめるべき」

という意見が多い結果となりました。

今後も引き続き計画策定に関する
ご提言をお待ちしています。

：経営政策室�経営政策担当

：０５５―２６２―４１１１�（内線２２８）

：seisaku@city.fuefuki . lg. jp

問合せ先

T E L

e - m a i l

左
図
の
各
番
号
は
、下
表
の
各
施
策
番
号
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

設
問
ご
と
の
満
足
度
（
重
要
度
）
の
点
数
は
、
満
足
（
重
視
）
5
点
、
や
や
満
足
（
や
や

重
視
）
4
点
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
3
点
、
や
や
不
満
（
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な

い
）
2
点
、不
満（
重
視
し
て
い
な
い
）1
点
と
し
て
集
計
し
た
平
均
値
で
す
。

相対的に満足度も重要度も高い項目

相対的に満足度が低く、

重要度が高い項目

相対的に満足度が高く、

重要度が低い項目

相対的に満足度も重要度も低い項目

満足度平均　2.71

重要度平均　4.05

満
足
度

重要度

基本理念・施策項目 満足度 重要度

活
力
あ
る
交
流
都
市
の
創
造

快
適
な
生
活
都
市
の
創
造

基本理念・施策項目 満足度 重要度

個
性
輝
く
自
立
都
市
の
創
造

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

8

9

計画的な土地利用・都市づくり

道路網の整備

交通環境の充実

市街地・集落環境の充実

自然環境の管理活用・景観形成

河川の整備

農林業の振興

商工業の振興

観光の振興

交流施設の充実

勤労者福祉・雇用促進

住宅・住環境の整備

生活の情報化

循環型社会づくり

公園・憩いの場の整備

子育て環境の充実

保健・医療の充実

介護保険の充実

各種福祉施策の充実

安心できる環境整備

義務教育の振興

学園都市の推進

青少年活動の促進

生涯学習社会の振興

スポーツの振興

歴史・文化財の保全

男女共同参画の推進

交流事業の推進

住民参加型行政の推進

行政機能・体制の強化

情報化の推進

広報・広聴の充実

健全な行財政運営の推進

総合評価（平均点）☆

2.66

2.65

2.10

2.62

2.90

2.59

2.92

2.58

2.74

2.90

2.34

2.75

2.74

2.80

2.71

2.76

2.73

2.58

2.64

2.64

4.01

4.26

4.15

3.99

4.01

4.57

3.85

3.92

3.83

3.28

4.19

4.41

3.89

4.75

4.12

4.54

4.88

4.74

4.53

4.78

2.81

2.48

2.74

2.82

2.82

3.02

2.75

2.91

2.71

2.62

2.80

2.92

2.68

2.71

4.38

3.42

4.07

3.90

4.00

3.65

3.92

3.20

3.79

3.73

3.50

3.55

3.91

4.05

上記のアンケート結果をはじめ、総合計画の策定に
関する資料は市のホームページでご覧になれます。
URL　http：//www.city.fuefuki.yamanashi.jp/
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たたき台の作成
まちづくり市民会議の開催

パブリックコメントの実施

公　表

まちづくりシンポジウムの開催

素案の作成

原案の作成

都市計画審議会での審議

都市計画マスタープランの決定

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
や
提
案
を
い

た
だ
き
、
計
画
に
反
映
し
て
い
く
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
メ
ン
バ
ー
は
地

域
や
各
種
市
民
団
体
の
代
表
に
お
願
い

す
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
市
民
の
皆
様
を
募
集
し
ま
す
。

◎
対
象
者
　
市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

◎
募
集
人
数
　
20
人
程
度

︵
応
募
者
多
数
の
場
合
な
ど
選
考
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
︶

◎
開
催
回
数
等
　
平
成
19
年
６
月
か
ら

12
月
ま
で
の
期
間
で
、
平
日
の
午
後

７
時
か
ら
２
時
間
程
度
、
合
計
４
回

程
度
を
予
定

◎
申
込
期
限
　
４
月
27
日
︵
金
︶

◎
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
等
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
名
前
、
年
齢
、
ご
住
所
、
電
話
番

号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

℡

０
５
５
︱
２
６
５
︱
４
７
６
２

ͅ

０
５
５
︱
２
６
５
︱
２
８
０
０

■
笛
吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
笛
吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
お
お
む
ね
20
年
先
を
見
据
え

た
笛
吹
市
全
体
の
将
来
の
あ
る
べ
き

姿
を
示
し
て
い
く
計
画
で
、
今
後
の

土
地
利
用
や
道
路
、
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
の
整
備
の
あ
り
方
等
の
基
本

的
な
方
針
を
定
め
て
い
き
ま
す
。
笛

吹
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
　
づ
く
り
の
手
順
と
方
法

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
を
担
う
の
は
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
市
民
の
皆
様

で
す
。
そ
の
た
め
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
計
画
づ
く
り
の
初
期
段
階

か
ら
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
検

討
組
織
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
や
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
基
に
、

調
整
や
協
議
を
重
ね
て
い
く
と
い

う
手
順
で
進
め
ま
す
。

　
こ
う
し
て
作
成
し
た
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
原
案
は
、
決

定
す
る
前
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
広
く
一
般
の
市
民

の
皆
様
に
公
開
す
る
と
と
も
に
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
都
市
計
画
審
議

会
に
諮
り
、
最
終
的
な
計
画
を
定

め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
づ
く
り
の
進
捗
状
況

な
ど
は
、
随
時
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■﹁
笛
吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
・
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
﹂

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
市

民
の
皆
様
の
意
見
や
提
案
を
反
映
す

る
た
め
に
、
市
民
の
立
場
で
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ま
ち
の

将
来
像
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
を
ま
と
め
て
い
く
市
民
組
織

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
を

設
け
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
は
、
メ

ン
バ
ー
が
公
平
な
立
場
で
協
働
作

業
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い

う
手
法
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

〒
４
０
６
︱
０
８
５
４

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０
０

笛
吹
市
役
所
境
川
支
所
２
階

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合

℡

０
５
５
︱
２
６
６
︱
７
７
４
４

※
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
事
務
所
を
移

転
し
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
検
討
す
る

項
目
は
、
山
梨
県
の
条
例
で
次
の
項
目
が
基

本
と
な
り
ま
す
。

※ここに記載されていない項目でも、必要な場合は適宜実施します。

・廃棄物　・発生土　・大気汚染物質
・水質汚濁物質　・温室効果ガス

環境要素の区分 環境項目

環境の自然的構成要素の
良好な状態の保持

生物の多様性の確保及び
自然環境の体系的保全

人と自然との豊かな
ふれあいの確保

環境への負荷の量の低減

・大気汚染・悪臭・騒音・空気振動・振動
・水質汚濁・水象・地盤沈下・土壌汚染
・地形及び地質・日照障害

・植物　・動物　・生態系

・景観風景
・人と自然との豊かなふれあいの活動の場

︻
事
業
の
背
景
は
？
︼

　
現
在
、
本
市
を
含
む
４
市
︵
甲
府
・
笛
吹
・

山
梨
・
甲
州
︶
に
は
、
４
つ
の
焼
却
施
設
、

２
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
が
あ
っ
て
、
民
間

処
理
施
設
も
活
用
し
な
が
ら
、
ご
み
の
適
正

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
各
市
で

所
有
し
て
い
る
施
設
は
、
稼
動
後
、
長
年
経

っ
て
い
て
、
老
朽
化
が
始
ま
っ
て
い
る
う
え
、

そ
れ
ぞ
れ
施
設
の
使
用
期
限
も
迫
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
焼
却
処
理
だ
け
で
な
く
、
破
砕
・

選
別
処
理
と
い
っ
た
ご
み
の
中
間
処
理
全
体

に
対
し
て
﹁
新
ご
み
処
理
施
設
﹂
の
整
備
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
各
自
治
体
が
行
う
こ
れ
か
ら
の
ご

み
処
理
事
業
は
、
循
環
型
社
会
に
対
応
し
た

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
で
き
る
だ
け
広
域

処
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
山

梨
県
で
は
、
甲
府
、
笛
吹
、
山
梨
、
甲
州
の

４
市
に
よ
る
共
同
処
理
を
ご
み
処
理
広
域
化

計
画
で
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

︻
事
業
の
目
的
は
？
︼

　
こ
の
事
業
は
４
市
が
共
同
で
利
用
し
、
か

つ
循
環
型
社
会
の
形
成
、
推
進
を
目
的
と
し

て
、
焼
却
熔
融
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等

の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
大
気
汚
染

物
質
の
発
生
抑
制
な
ど
の
環
境
対
策
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
を
図
る
と
と
も
に
、
焼
却
等
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
循
環
型
社
会
の
形
成
、
周

辺
環
境
や
地
球
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
施

設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

︻
事
業
は
ど
こ
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
の
？
︼

　
甲
府
・
笛
吹
・
山
梨
・
甲
州
の
４
市
で
、

﹁
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組

合
﹂
を
今
年
２
月
１
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
一
部
事
務
組
合
で
、
施
設
の
整

備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

︻
ど
こ
へ
つ
く
る
の
？
︼

　
こ
の
事
業
の
実
施
候
補
地
は
、
笛
吹
市
境

川
町
寺
尾
地
内
で
す
。

︻
ど
ん
な
施
設
が
で
き
る
の
？
︼

　
こ
の
事
業
で
は
、
廃
棄
物
の
処
理
施
設
︵
焼

却
熔
融
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
︶
と
、
余

熱
利
用
施
設
な
ど
の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
事
業
実
施
候
補
地
で
は
、
県
の
公

共
関
与
に
よ
る
最
終
処
分
場
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
の
候

補
地
の
公
募
に
対
し
て
、
境
川
町
上
寺
尾
区

が
応
募
を
し
て
い
ま
す
。

︻
今
後
の
予
定
は
？
︼

　
こ
の
事
業
は
、
既
存
施
設
の
使
用
期
限
の

問
題
も
あ
り
、
平
成
26
年
度
中
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
施
設
の
計
画
と
、
環
境
影
響

評
価
や
埋
蔵
文
化
財
な
ど
の
調
査
を
早
急
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︻
環
境
影
響
評
価

︵
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
︶と
は
？
︼

　
環
境
影
響
評
価
と
は
、
大
規
模
な
開
発
事

業
を
行
お
う
と
し
た
時
に
、
そ
の
事
業
が
周

辺
の
環
境
や
住
民
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
、
事
業
者
自
ら
が
事
業
の
実
施
前
に
、

調
査
・
予
測
及
び
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
過
程
と
結
果
を
広
く
公
表
し
、

住
民
や
知
事
な
ど
か
ら
意
見
を
聞
き
、
環
境

保
全
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
、

そ
の
事
業
を
環
境
の
保
全
上
、
望
ま
し
い
も

の
に
し
て
い
く
制
度
で
、
約
３
年
の
年
月
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

調
査
⋯
事
業
の
計
画
地
や
周
辺
地
域
の
環
境

の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
予
測
及

び
評
価
を
行
う
た
め
に
必
要
な
自

然
環
境
、
社
会
環
境
な
ど
の
情
報
を
、

資
料
の
収
集
、
専
門
家
な
ど
へ
の

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
現
地
調
査
に
よ
り

事
業
者
自
ら
調
べ
ま
す
。

予
測
⋯
事
業
の
実
施
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響

が
、
工
事
中
や
施
設
の
供
用
時
に

ど
う
及
ぶ
の
か
に
つ
い
て
、
様
々

な
予
測
式
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
既
存
の
事
例
か
ら
の
推
定
な
ど

に
よ
り
、
事
業
者
自
ら
予
測
し
ま
す
。

評
価
⋯
事
業
の
実
施
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響

が
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲

内
で
で
き
る
限
り
回
避
、
低
減
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
環
境
へ
の

影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
対
策

な
ど
に
よ
り
、
環
境
の
保
全
に
つ

い
て
の
配
慮
が
適
切
に
な
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
住
民
や
知
事
な

ど
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
者
自
ら
評
価
し

ま
す
。



恵方巻作りに挑戦する児童

トリオトランタンによる演奏会

素晴らしい演奏を披露した「トルヴェール・クヮルテット」

　
２
月
３
日
、
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
子

ど
も
週
末
塾
「
恵
方
巻
作
り
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
栄
養
士
・
食
生
活
改

善
推
進
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
恵
方
巻
と
お
す
い

と
ん
作
り
に
挑
戦
。
昼
食
で
は
自
分
た
ち
が
作
っ
た

も
の
を
食
べ
な
が
ら
、
伝
統
の
行
事
食
を
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん

の
熟
練
し
た
技
術
に
感
動
し
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
充
実
し
た
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
２
月
25
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
日

本
を
代
表
す
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者
４
人
に
よ
る
ト

ル
ヴ
ェ
ー
ル
・
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
演
奏
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
演
奏
会
は
、
地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興
を

支
援
す
る
た
め
に
三
井
住
友
海
上
文
化
財
団
が
各
地

の
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
へ
著
名
な
演
奏
家
を
派
遣
し
、

地
域
住
民
の
た
め
に
質
の
高
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
提
供

す
る
も
の
で
、
全
国
30
カ
所
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
場
に
詰
め
か
け
た
聴
衆
は
、
日
本
最
高
峰
の
演

奏
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
２
月
11
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
で
、
出
会
い
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
「
ト
リ
オ
ト

ラ
ン
タ
ン
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
演
奏
会
は
、
県
内
で
活
躍
す
る
優
れ
た
演
奏

家
が
各
地
域
の
文
化
施
設
な
ど
で
演
奏
会
を
開
催
し
、

地
域
の
方
々
と
共
に
施
設
の
活
性
化
と
音
楽
文
化
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
第

１
部
で
は
映
画
音
楽
、
第
２
部
で
は
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク

の
名
曲
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、
チ
ェ
ロ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
と
ピ
ア
ノ
が
奏
で
る
絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
会
場

の
聴
衆
が
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大回転競技が行われたスキー祭り

AEDを使っての講習

　
２
月
３
日
、
笛
吹
市
消
防
本
部
で
市
青
少
年
育
成

推
進
協
議
会
（
高
校
部
会
）
主
管
に
よ
る
家
庭
や
職

場
等
で
役
立
つ
応
急
手
当
の
方
法
に
つ
い
て
の
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
協
議
会
の
役
員
を
は
じ
め
中
学
生

や
高
校
生
が
参
加
し
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
機
）
の
使
用
方
法
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
救
急
方
法
や
止
血
方
法
な
ど
を
消
防
署

職
員
か
ら
指
導
を
受
け
、
応
急
手
当
の
大
切
さ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
２
月
18
日
、
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ
ー
場
で
第
２
回

笛
吹
市
ス
キ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
各
地
の
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
約
70
人

が
参
加
し
、
年
齢
性
別
の
８
部
門
に
分
か
れ
て
大
回

転
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
小
学
生
】�

…
…
…�

女
子
の
部
　
　
柳
沢
　
瑠
里
（
23
秒
97
）

　
　
　
　
　
　
　�

�男
子
の
部
　
　
天
野
　
　
拓
（
24
秒
06
）

【
中
学
高
校
生
】�

…�

女
子
の
部
　
　
青
柳
　
真
美
（
21
秒
47
）

　
　
　
　
　
　
　�

�男
子
の
部
　
　
柳
沢
　
啓
人
（
21
秒
49
）

【
成
年
】�

…
…
…
…�

女
子
の
部
　
　
植
村
　
彩
里
（
21
秒
55
）

　
　
　
　
　
　
　�

�男
子
の
部
　
　
志
村
　
　
剛
（
20
秒
39
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
】�

…�

男
子
Ａ
の
部
　
青
柳
　
昌
彦
（
20
秒
83
）

　
　
　
　
　
　
　�

�男
子
Ｂ
の
部
　
唐
沢
　
　
稔
（
22
秒
79
）

　
２
月
４
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
山
梨

芸
術
劇
場
「
甲
府
室
内
合
奏
団
演
奏
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
演
奏
会
で
は
、
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
「
カ
ノ
ン
」
な

ど
13
曲
の
演

奏
や
来
場
者

２
人
が
ブ
ラ

ー
ム
ス
の
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
舞

曲
第
５
番
」

の
指
揮
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す

る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
あ
り
、

盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま

し
た
。

甲府室内合奏団による演奏会
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笛吹市男女共同参画委員会

笛ちゃん

吹ちゃん

●経営政策室　経営政策担当　０５５−２６２−４１１１（内線２２８・２２９）◎問合せ先

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

今回は、去る平成19年1月30日に開かれた「笛吹市女性議会」を傍聴に行った

吹ちゃんの報告です。

わたし議場って初めて入ったわ。それだけでも感激！

今回は「笛吹市女性団体連絡協議会」が主催して開いた女性議会なんだけど、それぞれの地域代表

や組織代表30人が議員になって、しっかりと意見を述べてそれは立派だったわ。

どんな雰囲気だった？

まず議長は、女連協の会長さんが務めたの。議事の進め方って決まりがあるのね。堂々としていて

すばらしかったわ。議長の挨拶では、「この女性議会は、男女共同参画社会の形成を目指して行う

ものである」とまず明言されたわね。

笛吹市側からは、荻野市長さんはじめ各部の部長さん方が、きちんと壇上に並ばれて、一つひとつ

質問に答えていたわ。

市長さんも「女性が政策決定の場により積極的に参画してほしい。市の政策展開として、子育て支

援、教育の充実、活力とにぎわいの創生、安全と安心のまちづくり、協働と参画の実践、そして更

なる行財政改革が必要」と挨拶があったわよ。

そして女性議員たちの代表質問はどうだった？

どれもみんな女性の視点が生かされていたわね。日頃の活動を踏まえた意見、

質問に感心したわ。まず石和女連協の代表から、乳幼児期の教育の大切さ

と市の支援が問われることなどの質問から始まって、交通安全、食育、給

食と地産地消、愛育活動等様々な視点から切り込んでいたわね。

市側の答弁はどうだった？

どの部署からも誠意ある答弁がされてたけど、どうしても抽象的な言い方や、現在行っていること

の説明などで、質問とがっちりかみ合う内容にはなかなかならないように感じたわ。

なるほど。

それから関連質問もあったけど、勉強不足で私には代表質問

と関連質問の関係がよくわからなかったなぁ。

これを機会にそうしたことも含め勉強する必要があるね。

ええ、がんばるわ。こうした機会を生かして、もっともっと女性自身が身近な市政に関心をもって、

自分達のまちを行政と一緒になってより住みやすくしていく必要を再確認したわ。傍聴席にもう少

したくさんの人が来てくれるとよかったなぁ。それにしても、女性議会開催に心から敬意を表した

いし、今回議員さんになられた方たちをはじめ、私自身も共に女性として頑張りたいと強く思いま

した！

よーし。その意気、その意気！

ら
ん
ま
ん

紺紙金泥般若心経（浅間神社）

朱札紅糸素懸威胴丸

（美和神社）

おみゆきさん

　
春
爛
漫
、
笛
吹
市
は
一
年
で
一
番
華
や
か

な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
４
月
15
日
に
執
り

行
わ
れ
る
大
神
幸
祭
は
﹁
ソ
コ
ダ
イ
﹂
の
掛

け
声
と
と
も
に
神
輿
が
甲
府
盆
地
を
東
西
に

横
断
し
て
い
き
、
盆
地
全
体
に
春
を
広
げ
て

い
く
か
の
ご
と
く
で
す
。
笛
吹
市
探
訪
で
は

市
内
の
武
田
氏
関
係
の
史
跡
・
文
化
財
を
紹

介
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
大
神
幸
祭
に
関

連
す
る
武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
文
化
財
を
紹
介

し
ま
す
。

　
﹁
お
み
ゆ
き
さ
ん
﹂
と
し
て
親
し
ま
れ
る

大
神
幸
祭
は
、
甲
斐
国
の
一
宮
浅
間
神
社
︵
笛

吹
市
一
宮
町
︶
、
二
の
宮
美
和
神
社
︵
笛
吹

市
御
坂
町
︶
、
三
の
宮
玉
諸
神
社
︵
甲
府
市

国
玉
︶
の
三
つ
の
神
社
の
神
々
が
釜
無
川
左

岸
の
三
社
神
社
︵
甲
斐
市
︶
へ
神
輿
で
お
渡

り
に
な
り
︵
こ
れ
を
﹁
神
幸
﹂
と
い
い
ま
す
︶、

川
除
︵
水
害
除
け
︶
の
神
事
を
行
う
お
祭
り

で
す
。
甲
斐
国
は
昔
か
ら
水
害
に
悩
ま
さ
れ

た
地
域
で
、
﹁
延
喜
式
﹂
と
い
う
平
安
時
代

の
文
献
に
は
全
国
で
も
珍
し
く
﹁
堤
防
料
﹂

が
支
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
天
長
２
年
︵
８
２
５
︶
に
甲
斐
国
が
度

重
な
る
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
様
子
を
国

司
の
文
屋
秋
津
が
朝
廷
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、

朝
廷
か
ら
勅
使
が
派
遣
さ
れ
三
つ
の
神
社
に

よ
る
大
神
幸
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
国
時
代
に
な
っ
て
武
田
信
玄
も
治
水
に

は
大
変
な
力
を
注
ぎ
、
信
玄
堤
を
は
じ
め
と

し
た
様
々
な
水
防
施
設
を
造
り
ま
し
た
。
川

除
の
神
事
が
行
わ
れ
る
三
社
神
社
は
こ
の
信

玄
堤
に
あ
る
た
め
、
信
玄
も
大
神
幸
祭
に
力

を
入
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

浅
間
神
社
に
は
年
２
回
の
神
幸
︵
江
戸
時
代

ま
で
は
十
一
月
に
﹁
冬
神
幸
﹂
も
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
︶
の
後
と
年
始
に
は
甲
府
の
館
へ

出
仕
す
る
よ
う
に
と
い
う
信
玄
の
命
令
文
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
甲
斐
国
を
悩
ま
せ
て
い
た
水

害
を
防
ぐ
た
め
の
大
神
幸
祭
を
行
っ
て
い
た

神
社
に
対
す
る
信
玄
の
信
仰
は
篤
く
、
数
々

の
ゆ
か
り
の
品
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
浅
間
神
社
に
は
天
文
19
年
︵
１
５
５
０
︶

に
時
の
後
奈
良
天
皇
の
筆
に
よ
る
﹁
紺
紙
金

泥
般
若
心
経
﹂
を
奉
納
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

天
皇
が
戦
国
の
世
を
憂
え
て
、
般
若
心
経
を

自
ら
写
経
し
て
全
国
の
お
も
だ
っ
た
社
寺
に

奉
納
し
平
和
を
祈
念
し
た
も
の
で
す
。
24
カ

国
に
奉
納
さ
れ
た
と
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、

現
存
す
る
の
は
甲
斐
を
含
め
７
カ
国
分
だ
け

で
す
。
信
玄
は
自
筆
の
包
み
紙
を
付
け
て
浅

間
神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
良
県

の
長
谷
か
ら
移
植
し
た
桜
を
奉
納
し
た
際
に

詠
ん
だ
和
歌
の
短
冊
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
永
禄
元
年
︵
１
５
５
８
︶
に
は
信
玄
が

大
檀
那
と
な
っ
て
摂
社
山
宮
神
社
の
本
殿

を
再
建
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
市
内
に

残
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
中
世
建
築
で
す
。

　
美
和
神
社
に
は
永
禄
６
年
︵
１
５
６
３
︶
に

長
男
の
義
信
と
連
名
で
板
絵
の
三
十
六
歌
仙

図
、
永
禄
９
年
︵
１
５
６
６
︶
に
朱
札
紅
糸

素
懸
縅
胴
丸
と
い
う
鎧
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

こ
の
鎧
は
朱
漆
で
塗
ら
れ
た
小
札
と
い
う
小

さ
な
板
を
、
紅
糸
で
綴
っ
た
い
わ
ゆ
る
﹁
赤

備
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
小
さ
く
子
供

用
で
あ
る
た
め
、
信
玄
の
元
服
の
際
に
使
わ

れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
神
幸
祭
は
明
治
に
な
る
と
一
宮
の
浅
間

神
社
だ
け
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
平
成
15
年
に
三
つ
の
神
社
に
よ
る
御
幸

が
復
活
し
、
昔
と
同
様
に
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

み
こ
し

あ
さ
ま

た
ま
も
ろ

さ
ん
し
ゃ

み
　
わ

み
ゆ
き

か
わ
よ
け

え
ん
ぎ
し
き

ち
ょ
く
し

あ
つ

よ
し
の
ぶ

あ
か
う
る
し

べ
に
い
と

げ
ん
ぷ
く

つ
づ

あ
か

そ
な
え

こ
ざ
ね

あ
か
ざ
ね
べ
に
い
と

す
が
け
お
ど
し
ど
う
ま
る

か
せ
ん

ご
　
な
　
ら

う
れ

こ
ん
し

こ
ん

は
　
せ

え
い
ろ
く

せ
っ
し
ゃ

お
お
だ
ん
な

や
ま
み
や

で
い
は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

ふ
ん
や
の

あ
き
つ

て
い
ぼ
う
り
ょ
う
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　笛吹市では、平日都合により窓口に来られない方のために、4月1日から日曜日の窓口業務を行います。
取り扱い業務は次のとおりですので、ご理解ご協力をお願いいたします。

◎問合せ先 ●

●

●

０５５－２６６－２１１１
０５５３－２６－３１１１
０５５－２９８－２１１１

境 川 支 所
春日居支所
芦 川 支 所

●

●

●

●

０５５－２６２－４１１１
０５５－２６２－２２７１
０５５３－４７－１１１１
０５５－２６５－２１１１

笛吹市役所本庁
御 坂 支 所
一 宮 支 所
八 代 支 所

■業務開設日

日曜日（年末年始の12月29日から1月3日は除きます）
　※4月15日は、市役所前で川中島合戦戦国絵巻が行われますので、窓口業務はお休みさせていただきます。

■業務時間

午前8時30分から正午　午後1時から午後5時30分

■業務場所

笛吹市石和町市部７７７　笛吹市役所本庁

■取扱業務

　4月から市役所本庁で日曜日の窓口業務を行うことから、各支所（芦川支所は除く）で行っていた土・
日曜日及び祝祭日の日直業務を廃止させていただき、従来行っていた各支所の日直業務は、すべて本庁
日直が対応させていただきます。市民の皆さんにはご不便をお掛けしないように対応いたしますので、ご
理解ご協力をお願いいたします。

※すべての窓口業務ではありませんので、取扱業務をご確認ください。
※ご不明な点がありましたら、本庁または各支所にお問い合わせください。なお、日曜日は本庁の日曜日

業務担当課へお願いします。

取扱業務窓口

税務課

収税課

注意事項

所得証明書の交付

所得課税証明書の交付

非課税証明書の交付

納税証明書の交付（市県民税、法人市民税、軽自動車税）

扶養証明書の交付

住民票の写し交付（現在の住民票で、本人及び同一世帯

のものに限ります。住基ネット広域交付は除きます。）

印鑑登録証明書の交付（合併前に旧町村印鑑登録証引替

えを含みます。）

戸籍の謄本、抄本の写し（本人の現在のものに限ります。）

・本人確認をさせていただく場合があります。

・印鑑、販売証明書または廃車申告受付書及び譲渡証明

書をお持ちください。

・年度に関係なく納付できます。（納付書がない場合は

再発行します。）

・請求及び受取りはご本人に限ります。

（代理人が申請する場合は、委任状が必要です。）

・窓口に来られた方の本人確認（運転免許証、健康保険

証など）をさせていただく場合があります。

・窓口に来られる方の印鑑をお持ちください。

・印鑑登録証を持参し、登録者の住所、氏名、生年月日

等を正しく記入していただきます。

・代理人の場合には、印鑑も一緒にお持ちください。

・窓口に来られた方の本人確認（運転免許証、健康保険

証など）をさせていただきます。

・窓口に来られる方の印鑑をお持ちください。

埋葬、火葬の許可

斎場の使用許可

出生、婚姻、離婚、死亡などの戸籍の届出の受付

原動機付自転車及び小型特殊自動車のナンバー交付

市税・国民健康保険税の収納

戸籍住民課

（旧市民課）

VOL.22

◎問合せ先 ●�市民環境部
●�御 坂 支 所
●�一 宮 支 所
●�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055－261－2044
055－262－2271
0553－47－1111
055－265－2111

●�境 川 支 所
●�春日居支所
●�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055－266－2111
0553－26－3111
055－298－2111

やってみるじゃん・ごみ減量53（笛吹市は平成18年度から5年間でごみの減量53％をめざしています）

（料金表）
実施場所で行った場合 訪問してもらった場合

登録済犬 新規済犬 登録済犬 新規済犬

予 防 注 射 料 金

注射済票交付手数料

登 録 手 数 料

合 計

2,850円

550円

3,400円

2,850円

550円

3,000円

6,400円

4,050円

550円

4,600円

4,050円

550円

3,000円

7,600円

　ポイ捨てやごみの不法投棄防止を呼び掛けて

いるところですが、水路や川・山への不法投棄が

後を絶ちません。

　水路や川・山に、ポイ捨てや家庭やお店から出

たと思われるごみの不法投棄が増加すると、環

境悪化の一因となってしまいます。

　水路や川はごみの捨て場所ではありません。

清潔できれいな『自分たちの街』を汚さないよう

に、ごみは決められた場所・時間に出しましょう。

皆さんのご協力をお願いします。

狂犬病予防注射と犬の登録（予備日）についてお知らせ

　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬は、毎年１回の

予防注射を受けることが義務づけられています。

　平成19年度狂犬病予防注射最終日を下記日程で実施いた

します。この日程で都合の付かない方は6月末までに最寄

の獣医師の元で実施するか、もしくは訪問注射を受けるこ

とになりますのでご承知ください。

犬の登録は生涯1回です。登録済みの犬は登録料がかかりません。
注射場所では混雑が予想されますので釣り銭のないようご協力ください。

狂犬病予防注射予備日日程表

※登録済みの犬は、飼育者に通知が郵送されておりますので、必ず
　ハガキを最寄の会場までお持ちください。

石 和 町

一 宮 町 � � � � � � � �

八 代 町 � � � � � � � �

境 川 町 � � � � � � � �

芦 川 町 � � � � � � � �

春日居町

御 坂 町

実施月日 実施場所 実施時間

5月13日（日）

5月��8日（火）

5月��9日（水）

5月10日（木）

5月11日（金）

5月11日（金）

5月20日（日）

笛吹市役所本庁舎�

東部公民館

御坂体育館

成田公民館

御坂西小体育館前

一宮支所福祉センター

八代支所前

境川支所裏駐車場

ふるさと総合センター

春日居支所北駐車場

��9:00～11:30�

��9:00～��9:30

��9:40～10:00

10:30～11:00�

11:20～12:00

��9:30～11:30�

13:30～15:00�

��9:00～11:30

13:30～15:00

��9:00～11:30

○『自分たちの街』は汚さない！

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

担当から…

山梨県地球温暖化防止活動推進員を

募集します。

資格は、

（1）地球温暖化に強い関心を持ち、地球温暖化の

現状及び地球温暖化対策に関する知識の普及

並びに地球温暖化の推進を図るための活動に

熱意と意見を有する方

（2）国、県、市町村が行う地球温暖化対策の推進

に協力できる方

（3）年齢20歳以上の者で山梨県に在住もしくは勤

務している方に限り、10人となっています。

※締切日：平成19年4月5日
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（
本
庁
舎
）

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
を
支

援
す
る
た
め
新
た
な
組
織
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
市
民
活
動

の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
育
成
支
援
、
ま

た
今
ま
で
市
民
課
の
担
当
業
務
で
あ
っ
た
、
市
民
生
活
担
当

と
振
興
担
当
を
組
み
入
れ
た
「
市
民
活
動
支
援
課
」
を
新
設
。

戸
籍
や
住
民
票
交
付
等
の
窓
口
業
務
の
充
実
の
た
め
、「
市

民
課
」
を
「
戸
籍
住
民
課
」
と
し
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
環
境
課

及
び
ご
み
減
量
課
を
見
直
し
、
総
合
的
な
見
地
で
環
境
行
政

を
展
開
す
る
た
め
、「
環
境
課
」を「
ご
み
減
量
課
」に
統
合
し
、

同
課
内
に
ご
み
減
量
担
当
と
環
境
担
当
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
の
郷
笛
吹
市
」
の
農
業
振
興

と
自
然
豊
か
な
緑
の
源
で
あ
る
林
業
振
興
、
本
市
の
主
要
地

場
産
業
で
あ
る
観
光
産
業
の
振
興
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
、「
産
業
経
済
部
」
を
「
産
業
観
光
部
」
に
、「
農
政
課
」
を
「
農

林
振
興
課
」
に
、「
農
業
土
木
課
」
を
「
農
林
土
木
課
」
に
名
称

変
更
し
、本
市
の
産
業
部
門
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
生
活
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保
健
福
祉
部
内
の
「
生

活
保
護
課
」を「
生
活
援
護
課
」に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

（
八
代
分
庁
舎
）

　
建
設
部
内
の
円
滑
な
公
共
事
業
の
推
進
及
び
公
園
な
ど

の
関
連
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
や
リ
ニ
ア
整
備
に
関
連

し
た
対
策
と
強
化
を
図
る
た
め
、「
土
木
課
」
、「
ま
ち
づ
く
り

整
備
課
」
、「
用
地
管
理
課
」
の
事
務
を
見
直
し
、「
管
理
総
務

課
」
、「
土
木
課
」
、「
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
」
と
し
て
見
直
し
ま

し
た
。

（
教
育
委
員
会
）

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
管
理

運
営
を
含
め
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
括
業
務
を
行
う

「
共
同
調
理
場
統
括
セ
ン
タ
ー
」を
新
し
く
設
置
し
ま
し
た
。

（
各
支
所
）

　
窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
る
た
め
、「
地
域
課
」、

「
住
民
課
」
、「
健
康
福
祉
課
」
の
３
課
体
制
を
見
直
し
、
住
民

票
や
年
金
、
税
、
福
祉
関
係
な
ど
の
業
務
を
行
う
「
住
民
課
」

と
農
林
商
工
、
土
木
、
上
下
水
道
、
地
域
教
育
、
庶
務
な
ど
の

業
務
を
行
う
「
地
域
課
」
の
２
課
体
制
に
再
編
し
、
効
率
的
な

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
支
所
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
維
持

向
上
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
、
コ
ス
ト
削

減
を
目
的
と
し
て
市
役
所
の
組
織
機
構
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

部室名 課　名 担当名 部室名 課　名 担当名

経営政策室（名称変更） 秘書・経営政策・広聴広報 秘書政策室 秘書・経営政策・広聴広報

総務部 財政課 財政
行政改革

総務部 財政課 財政

市民環境部

市民活動支援課

市民活動支援
市民生活
地域振興

市民環境部

市民課

住民記録

戸籍

市民生活

振興
戸籍住民課

住民記録
戸籍

国民健康保険課
国保総務

高齢者医療国民健康保険課 国保総務・高齢者医療

ごみ減量課
環境課 環境

ごみ減量課 ごみ減量
保健福祉部 生活援護課（名称変更） 生活保護 保健福祉部 生活保護課 生活保護

産業観光部

農林振興課
農林経営
農産推進

産業経済部

農政課
農政

振興
農林土木課 農林土木 農業土木課 農業土木

観光商工課
観光企画
観光振興
商工労働

観光商工課 観光商工

建設部

管理総務課

総務

管理

地籍

建設部

用地管理課

用地

地籍

土木課
建設
リニア対策

土木課
総務

建設

まちづくり整備課
計画指導
公園管理

まちづくり整備課 計画指導

各支所
地域課

庶務・環境・農林商工・
土木・上下水道・地域教育 各支所

地域課 庶務・税務・地域教育

住民課 住民・保険・環境・農林商工・土木・上下水道

住民課 住民・税務・福祉・保健・保険 健康福祉課 福祉・保健

※芦川支所は今までと変わりません。　※八代支所の土木関係業務は、建設部で対応します。
※春日居支所の上下水道業務は、公営企業部で対応します。
※石和地域の土木関係業務及び下水道関係業務は、市民環境部市民活動支援課地域振興担当で対応します。�

※網掛けは名称変更及び新組織

ごみ減量
環　境
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◎問合せ先

◎問合せ先

ご自分の所有する固定資産以外の価格等も縦覧帳簿により縦覧できます。

期　　間
平成１９年４月２日（月）から平成１９年７月３１日（火）
（土・日曜日・祝日を除く）
午前８時３０分から午後５時３０分

場　　所 笛吹市役所（本庁舎）　１階　税務課窓口

縦覧できる人
（ア・イのいずれか）

ア：市内に所在する土地や家屋に対する固定資産税の納税者
イ：納税者の代理権を有する人（委任状等が必要）

縦覧できる固定資産
納税者の所有する固定資産以外の固定資産（土地・家屋）
※土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋の縦覧帳簿が縦覧できます。

縦覧できる事項
土　地：所在、地番、地目、地積、価格
家　屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

申請に必要なもの

納税義務者の場合は、納税義務者であることが確認できるもの（納税通知書、運転
免許証、各種健康保険証等）が必要。
（代理人の場合は、委任状等が併せて必要）また、納税義務者が法人である場合は、
法人の代表者印が押印された申請書が必要。

手　数　料 無　料

期　　間

場　　所

閲覧できる人
（ア・イ・ウのいずれか）

閲覧できる固定資産

申請に必要なもの

手　数　料

　本人資産の課税の内容が閲覧できます。また、賃借権等を有する人（借地借家人等）も、その権
利の目的である固定資産の課税台帳閲覧ができます。

常に閲覧可能。　平成１９年度分は４月２日（月）から閲覧できます。　
（土・日曜日・祝日を除く）

笛吹市役所（本庁舎）税務課　及び　各支所

ア：固定資産税の納税義務者、または納税義務者からの委任状等をお持ちの人（代理人）
イ：土地、家屋について賃借権、その他の使用または収益を目的とする権利を有し賃借

料等の対価を支払っている人
ウ：破産管財人など、固定資産の処分をする権利を有する人

土　地：所在、地番、地目、地積、固定資産の評価額、課税標準額及び税額等
家　屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額、課税標準額及び税額等
※土地家屋などに権利を有する人は、その目的となる固定資産に限られます。

（１）納税義務者の場合は、本人確認ができるもの（納税通知書、運転免許証、各種
健康保険証等）が必要。

（代理人の場合は、委任状が併せて必要）また、納税義務者が法人である場合は、
法人の代表者印が押印された申請書が必要。

（２）土地、家屋等の処分をする権利、賃借権、その他の使用または収益を目的とす
る権利を有する人の場合は、その権利があることを確認できるもの（賃貸借契
約書等及貸借料等を払い込んだことのわかる領収書等や裁判所等による選任書
等）も併せて必要。

３００円／１件（納税義務者ごと）�※但し、縦覧期間中（７月３１日まで）は手数料無料で閲覧できます

※平成１９年７月の固定資産税課税の際、上記の閲覧資料と同じ内容の「課税明細書」を納付書（または納税
通知書）に同封して郵送します。

●総務部　税務課　資産税担当　０５５－２６２―４１１１（内線１３１～１３３）

この「課税明細書」は、平成１９年分の確定申告の際に租税公課の算出に必要な資料ですので大切に保管してください。

　平成１９年度地方税法の改正により、バリアフリー改修に伴う固定資産税の軽減措置が設けられま
した。

　平成１９年４月１日から平成２２年３月３１日
までの間、一定のバリアフリー改修が行われた住宅

翌年度分の税額を１／３減額
（１００㎡までを限度）

■�要　件
（１）次のいずれかの者が居住する既存の住宅（賃貸住宅を除く。）

①６５歳以上の者
②要介護認定又は要支援認定を受けている者
③障害者

（２）次の工事で、補助金等を除く自己負担が３０万円以上のもの
①�廊下の拡幅　　　　　　　⑤手すりの取付け
②�階段の勾配の緩和　　　　⑥床の段差の解消
③�浴室の改良　　　　　　　⑦引き戸への取替え
④�便所の改良　　　　　　　⑧床表面の滑り止め化

※該当になるのは１棟について１年度のみで、新築軽減を受けている期間は除外されます。

■�手続き
　納税者は、改修後３カ月以内に工事明細書や写真等の関係書類を添付して市役所に申告してください。
（工事内容を示す書類は、建築士、登録性能評価機関等による証明で代替可）

●総務部　税務課　資産税担当　０５５－２６２－４１１１（内線１３１～１３３）

◎問合せ先 ●笛吹市選挙管理委員会　０５５－２６２―４１１１（内線２０１～２０３）

■�期日前投票

３月３１日～４月７日

市役所　本庁 ３月３１日～４月７日 午前８時３０分～午後８時

場　　所 期　　間 時　　間

午前８時３０分～午後６時

※期日前投票は、笛吹市の選挙人名簿に登録されている方であれば、本庁又は支所のどこでも
投票できます。

※４月７日（土）は桃の里マラソン大会開催に伴い、一宮町地域で交通規制（午前９時３０分
～１２時５分）がありますので、一宮支所で期日前投票をされる方はご注意ください。

※選挙当日は、笛吹市の選挙人名簿登録により指定された選挙区でなければ投票できません。
※投票される方は、入場券を持参し係員へ提出してください。入場券がなくても投票できますが、

不正防止のため（生年月日等により）本人であることを確認させていただきます。

■�選挙当日 平成１９年４月８日（日）　午前７時～午後８時（芦川町地域は午後７時まで）

市役所　各支所
（御坂・一宮・八代・境川・春日居・芦川）
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◎問合せ先

◎問合せ先

◎問合せ先

◎問合せ先

●市民環境部　市民活動支援課　０５５－２６２－４１１１（内線１１５）

平成１９年度　各税目納期限一覧表

�4月� 5月� 6月� 7月� 8月� 9月� 10月� 11月� 12月� 1月� 2月� 3月

��� 1期�� 2期�� 3期��� 4期

���� 1期�� 2期�� 3期��� 4期

�� 全期

�1期�� 2期�� 3期�� 4期�� 5期�� 6期

�5/1� 5/31� 7/2� 7/31� 8/31� 10/1� 10/31� 11/30�12/25� 1/31� 2/29�

市 ・ 県 民 税

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

納 期 限

国 民 健 康 保 険
税・介護保険料

※軽自動車税は５月２５日、市県民税前期前納は６月１5日、固定資産税・都市計画税前期前納は７月１3日が口
座振替日となります。

※市県民税・固定資産税・都市計画税の期別振替を選択された場合は、上記一覧表の納期限日が口座振替日とな
ります。

税金は納期限までに納めましょう！

市税の納付は便利な口座振替で

　税金を納める方法は、市役所から送付される納付書で、定められた期限（納期限）までに、指定金融機関等で
納めていただくことになっています。なお、下記の税目については、口座振替の方法によって納めることもでき
ます。口座振替は納め忘れもなく大変便利です。
　指定金融機関や郵便局に預・貯金口座のある方ならどなたでもご利用できます。また、一度申請されますと翌
年度以降も口座振替となります。��

手続きの方法
■　口座振替ができる市税

市・県民税(普通徴収)、固定資産税・都市計画税、軽自動車税（各車輌ごとに対象となります。）
国民健康保険税、介護保険料

■　取扱金融機関等
預・貯金口座のある指定金融機関や郵便局

■　申込手続き
　指定金融機関、郵便局の窓口に備えてある申込用紙に必要事項をご記入の上、お申し込みください。（市外
所在の金融機関・郵便局の窓口には、申込用紙がありませんので、収税課・国民健康保険課・介護保険課まで
ご連絡ください。）

■　持参するもの
預・貯金通帳、届出印、納税通知書（納付書）

■　振替日
納期限日（上記納める時期、口座振替日参照）

■　振替開始日
　市県民税、固定資産税・都市計画税は、申し込みからおおむね２カ月以降、軽自動車税、国民健康保険税及
び介護保険料は、１カ月以降の納期分より振替になります。
軽自動車税を口座振替でご利用されている方には車検用として、6月上旬に市役所から「軽自動車税納税証明書
(車検用)」が送付されます。
※口座振替依頼の手続きは、ご希望の金融機関等の窓口でお願いします。
※口座振替ができなかった場合は、再振替はいたしませんので預貯金通帳で確認してください。

■　前納報奨金
　市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税は第１期の納期限内に年税額を一度に納付していただくと
前納報奨金が交付されます。

各税等の詳細については、担当課へお問い合わせください。
● 市県民税、固定資産税、軽自動車税�総務部　税務課� ０５５－２６２－４１１１（内線１３１～１３７）
●国　民　健　康　保　険　税� 市民環境部��国民健康保険� ０５５－２６２－４１１１（内線１２３）
●介　護　保　険　料� 保健福祉部��介護保険課� ０５５－２６１－１９０３

●各税の納付については� 総務部　収税課� ０５５－２６２－４１１１（内線１３９・１４０）

　人生の大切なパートナーをさがすため、結婚相談員が親身になって相談に応じます。相談日には２～３名の相
談員が担当しますので、お気軽にお出かけください。

４月１３日（金）・２２日（日）

５月１１日（金）・２０日（日）

６月　１日（金）・１７日（日）

【開設日】

７月　６日（金）・２２日（日）

８月　３日（金）・１９日（日）

９月　７日（金）・２３日（日）

【時　間】
　午後１時３０分～４時３０分

【場　所】
　笛吹市スコレーパリオふれあいルーム

運転は　人に社会に　思いやり
ゆびきりね　しないさせない　ルール違反

交 通 安 全 ス ロ ー ガ ン 重 点 目 標

　慣れない通学（園）路を通い始める新入学児童・園児の交通事故防
止を図ることを目的としています。
　期間中市内各所で、笛吹交通安全協会や交通関係団体の方々による
登校指導が実施されます。
　「思いやり・ゆずり合いの心」を持ち、交通事故の犠牲者を出さな
いよう、交通事故防止に努めましょう。

●市民環境部　市民活動支援課
０５５－２６２－４１１１

（内線１１５・１１６）

　毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じます。
相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

○専門家による相談…………弁護士・司法書士が相談に応じます。
○相談員による相談

心配ごと相談……民生委員・児童委員が福祉に関する相談に応じます。
人　権　相　談……人権擁護委員が人権にかかわる相談に応じます。
行　政　相　談……行政相談委員が行政機関に関する相談に応じます。
消費生活相談……消費生活相談員が消費生活にかかる相談に応じます。

１�新入学児童・園児に対する交通安全教育の推進
２�通学・通園路における安全の確保
３�新入学児童・園児を交通事故から守る県民意識の醸成

※できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受
け付けます。

　予約は、下記の社会福祉協議会本
所・各支所どちらでも結構です。���������

【相談内容】

【開設日程】

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

相　談　員開�設�日 開　設　場　所 時　　　間
4月25日（水）
5月23日（水）
6月27日（水）
4月19日（木）
6月21日（木）
5月16日（水）
4月11日（水）
6月13日（水）
5月10日（木）
5月 2日（水）

ふれあいの家

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター
春日居福祉会館

午後１時30分～３時30分

午後１時30分～３時30分

午後１時30分～３時30分

午後１時30分～３時30分

午後１時30分～３時30分
午後１時30分～３時30分

●笛吹市社会福祉協議会� ●同　石和支所� ●同　御坂支所� ●同　一宮支所
　　　055－265－5182��　０５５－２６２－１２６７�　０５５－２６３－０８４８�　０５５３－４７－２２８８

� ●同　八代支所� ●同　境川支所� ●同　春日居支所
� 　０５５－２６５－２２４０�　０５５－２６６－５９１１�　０５５３－２６－３６６７

� ●同　芦川支所��
� 　０５５－２９８－２１７０
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◎問合せ先

◎問合せ先

●市民環境部　国民健康保険課　国保総務担当　０５５－２６２－４１１１（内線１２１）

国民健康保険への加入手続きや脱退手続、変更等の手続は、本人からの届出が必要となります。

　加入の届出が遅れると、加入資格が発生した時点（届出日ではない）までさかのぼって保険料(税)を納めなけ
ればならなくなります。また、国民健康保険からの脱退手続が遅れると、新たに加入した職場の健康保険などと
国民健康保険の両方に保険料(税)を二重で納めてしまうことがあります。そのため、次のようなことがありまし
たら、必ず14日以内に届け出てください。

国
保
へ
加
入
す
る

場
合

届出が必要な場合 手続に必要なもの

他の市区町村から転入したとき 本人確認ができるもの、印鑑

職場等の健康保険をやめたとき 職場の健保をやめた証明書(退職証明等)、印鑑

生活保護法の適用を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑

子どもが生れたとき 母子健康手帳、印鑑

国
保
を
脱
退
す
る

場
合

他の市区町村へ転出するとき

職場の健康保険に加入したとき
国保と職場の健保の両方の保険証
扶養認定年月日の証明書等、印鑑

生活保護法の適用を受けたとき 保険証、保護決定通知書、印鑑

死亡したとき 保険証、印鑑

そ
の
他
手
続
が

必
要
な
場
合

保険証、印鑑

修学のため、子どもが他の市区町村に住むとき 保険証、在学証明書、印鑑（毎年度手続が必要です。）

修学のため他の市区町村に転出している子ども
等が卒業したとき

保険証、卒業証書、印鑑

退職者医療制度に該当したとき、または該当
しなくなったとき

保険証、年金証書（退職者医療制度に該当する方は
必要です。）、印鑑

　７０歳未満の方が入院したとき、いままでは一度窓口で全額負担して、あとからの申請により限度額を超えた
分が高額療養費として支給されましたが、平成１９年４月からは、「限度額認定証」を医療機関に提示すること
で入院時の窓口での支払が限度額までとなります。

■�対象者
・７０歳未満の国保加入者（すでに老人保健の受給者証をお持ちの方を除く）
・国民健康保険税が完納してある世帯の方

■�受給者証の交付には申請が必要です
　限度額は所得により複数の区分があることから、世帯の限度額に応じた認定証になります。

２４，６００円

区　　分 ３回目まで ４回目以降�※２

一　　般

上位所得者※１

住民税非課税世帯

４４，４００円

８３，４００円

３５，４００円

※１�基礎控除後の年間所得が600万円を超える世帯　※２�過去１２カ月間に、同一世帯で支給が4回以上あった場合、限度額が下がります。

■�申請方法
　申請を希望する方は保険証と印鑑を持参の上、市役所本庁・各支所の国民健康保険の窓口で手続きをお願いします。

■�認定証には有効期限があります
　毎年8月１日が認定証の年度更新日となっております。したがって有効期限は、申請した月の初日（申請した月
に国保に加入した人は、国保被保険者になった日）から次の7月31日までとなります。

８０，１００円＋（医療費が267,000円を超えた場合は、その超えた分の１％を加算）

１５０，０００円＋（医療費が500,000円を超えた場合は、その超えた分の1％を加算）

■今回の対象となる期間
平成１８年１０月１日から平成１９年３月３１日までの期間です。

（在宅福祉を支援する制度のため入院や介護保険施設のショートステイ、ミドルステイの期間は対象となりません。）
１カ月のうち15日以上在宅期間があれば、支給対象月となります。

■対象となるのは
次の用件を満たす方です。
①�本市の住民基本台帳又は外国人登録原票に登録されている平成１8年度市民税所得割非課税世帯に属する者で
　�次の項目のいずれかに該当すること。

イ）�６５歳以上の高齢者で、尿失禁等により常時紙おむつを使用している者
ロ）�要介護３以上の認定を受けており、尿失禁等により常時紙おむつを使用している者
ハ）�重度心身障害者（身体障害者手帳１、２級）であり、常時紙おむつを使用している者
※�「紙おむつ」とは、おむつ型、パンツタイプのことです。尿とりパットのみの使用は対象となりません。
※�イ）とロ）の尿失禁については、介護認定を受けている方は、認定調査表で確認し、介護認定を受けていない方は、地域包括
　�支援センターにより訪問し、状況の確認をさせていただきます。

■助成金額　１カ月４,０００円
■申請期間　平成１９年４月２日（月）～平成１９年４月１６日（月）

※申請には、紙おむつの領収書（日付、品名、金額が明記されているものであればレシートでも結構です）の添付をお願いします。
※すでに登録申請されている方には、課税状況を確認し対象者には申請書を郵送します。

　平成19年度国民年金保険料額は、毎月14,100円です。平成19年度分の納付書（国民年金保険料納付案内書）は
4月上旬頃、社会保険庁からご本人あてに送付されます。
　保険料は全国の金融機関のほか、コンビニエンスストアでも納めることができます。毎月の保険料は翌月末が
納付期限ですので、忘れずに納めましょう。

便利でお得な『口座振替』もぜひ、ご利用ください。

■�保険料を納めるのが困難な方は、次の制度をご利用ください。
・�自営業、無職等の方は『全額・4分の3・半額・4分の1免除申請制度』
・�30歳未満の方を対象とした『若年者納付猶予特例制度』
・�学生さんを対象とした『学生納付特例制度』

◎問合せ先
●市民環境部　国民健康保険課
　　055－262－4111（内線124）
●甲府社会保険事務所
　　055－252－1441（国民年金に関する問合せ）

　０～２歳児までの未入園児（第１子）親子を対象

とした子育てサークルです。

　保育園の園庭で、親子で遊んだり、保育士による

リズム遊びやペープサート（※１）製作などをした

りして、楽しいひとときを過ごしませんか？

　保育園の行事も体験できます。子育て仲間との新

しい出会いがありますよ。おしゃべりを楽しんでリ

フレッシュしましょう。

　育児についての相談も気軽にどうぞ。

■�活　動　日�平成１９年４月２１日（土）
� その後は、毎月　第４土曜日に実施します。
� （活動日は行事等により変更になることがあります。）
■�活動場所�石和町市部６９３－５
� わかば保育園
■�定　　員�１０組
■�参加費用�無　料

（※１）ペープサートとは・・・・
登場する人形や動物などのキャラクターに棒をつけ、その棒を動か
してキャラクターに動きをつけ楽しむものです。

●わかば保育園（森屋）０５５－２６２－５７３７

◎問合せ先

在宅寝たきり高齢者等に対し、紙おむつ費用の一部を助成します。

●保健福祉部　高齢福祉課　高齢福祉担当　０５５－２６１－１９０２
●各支所の住民課（芦川支所は地域住民課）
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◎問合せ先

◎問合せ先

０５５−２６１−１９０１
０５５−２６２−２２７１
０５５３−４７−１１１１

保健福祉部健康づくり課
御 坂 支 所 住 民 課
一 宮 支 所 住 民 課

●

●

●

０５５−２６５−２１１１
０５５−２６６−２１１１
０５５３−２６−３１１１
０５５−２９８−２１１１

八 代 支 所 住 民 課
境 川 支 所 住 民 課
春 日 居 支 所 住 民 課
芦川支所地域住民課

●

●

●

●

通知対象者

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合Ⅰ期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合 1期

麻しん風しん混合 2期

二 種 混 合 Ⅱ 期
（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 Ⅰ・Ⅱ 期

予防接種名

平成19年1月生まれ

平成18年4月生まれ

平成８年4月生まれ

現在見合わせています

＊対象者には、予診票、契約医

療機関等の詳しいお知らせを

します。接種時期等の内容を

よく確認し契約医療機関にて

予防接種を受けてください。

＊他市町村より転入してきた方、

予診票のない方、有効期限切れの方はお住まい

の地域の下記連絡先までお問い合わせください。

　笛吹市では妊娠を望み不妊治療を行っている夫婦に対し、その治療費の一部を助成いたします。

■助成を受けることができる方
・笛吹市内に１年以上戸籍上の夫婦として住所があり、医療機関で不妊症と診断され、その治療を行なっ
ている方

・市税等の滞納のない方
■助成内容
　平成１９年度（４月から翌年３月）に不妊治療に要した医療費の自己負担額（医療保険各法又は他の
制度による医療費の給付を受けた時は、その受けた額を控除した額）の２分の１を助成し、１年度あた
り１回１０万を限度とし、通算５年間助成します。

■申請方法
　医療機関の窓口で本人負担をしていただき、「笛吹市不妊治療費支援事業助成金申請書」等を市役所
窓口（健康づくり課）に提出してください。

■申請に必要な書類
　申請書、受診等証明書、医療費領収書、納税証明書、住民票謄本、戸籍謄本

●保健福祉部　健康づくり課　０５５−２６１−１９０１

　
厚
生
労
働
省
で
は
、

妊
産
婦
に
や
さ
し
い
環

境
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー

ク
を
発
表
し
ま
し
た
。

妊
娠
中
、
特
に
初
期
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
は
も

ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
の

健
康
を
維
持
す
る
上
で
、

と
て
も
大
切
な
時
期
で

す
。
し
か
し
、
妊
娠
初

期
は
、
ま
だ
お
な
か
も

大
き
く
な
い
の
で
、
外

見
上
妊
婦
と
は
気
づ
か

れ
な
か
っ
た
り
、
﹁
つ

わ
り
症
状
﹂
で
体
調
が

優
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を

見
か
け
た
ら
、
生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
と
、

お
母
さ
ん
の
た
め
に
優

し
い
心
遣
い
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
市
民
み

ん
な
で
、
﹃
や
さ
し
い

笛
吹
市
﹄
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◇
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た

ら
ど
ん
な
こ
と
に
気
遣
っ
た
ら
い

い
で
し
ょ
う

・
電
車
や
バ
ス
、
病
院
な
ど
で
は
席

を
ゆ
ず
り
ま
し
ょ
う
。

・
妊
婦
の
近
く
で
喫
煙
し
な
い
よ
う

に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

・
重
た
い
荷
物
を
持
っ
て
い
る
と
き

や
、
具
合
い
が
悪
そ
う
な
と
き
は
、

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

◇
笛
吹
市
で
は
、
平
成
19
年
４
月
か

ら
、
﹃
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
﹄
の

普
及
用
品
を
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
の
と
き
に
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

既
に
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
で
希
望
が
あ
る
方
は
、
笛

吹
市
健
康
づ
く
り
課
、
ま
た
は
各

支
所
保
健
師
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
は
﹁
毒
物
の
缶
詰
﹂

と
い
わ
れ
て
い
る
く
ら
い
、

た
く
さ
ん
の
有
害
物
質
を
含

ん
で
い
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
含
ま
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
？

①
2
0
種
類

②
2
0
0
種
類

③
2
0
0
0
種
類

正
解
は
②
2
0
0
種
類
で
す
。

　　
た
ば
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
化

学
物
質
は
、
約
4
0
0
0
種
類
、

そ
の
う
ち
の
約
2
0
0
種
類
が
、

有
害
物
質
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
は
、
ニ
コ
チ
ン
・

一
酸
化
炭
素
・
タ
ー
ル
に
含
ま

れ
る
ベ
ン
ツ
ピ
レ
ン
な
ど
の
発

が
ん
物
質
で
す
。
こ
れ
ら
の
引

き
起
こ
す
悪
影
響
は
知
っ
て
い

て
も
精
神
安
定
の
た
め
、
中
毒

症
状
の
た
め
、
わ
か
っ
て
い
て

も
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
人

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
た
ば
こ
の
体
に
与
え
る
影
響
は
、

妊
婦
、
乳
幼
児
に
と
っ
て
は
と

て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
妊
婦

の
喫
煙
に
よ
っ
て
、
末
梢
血
管

が
収
縮
し
、
そ
れ
に
よ
り
血
流

が
減
少
し
ま
す
。
血
液
に
は
赤
ち
ゃ

ん
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
や
、

酸
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

喫
煙
に
よ
っ
て
供
給
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
な

か
の
中
で
の
成
長
が
阻
害
さ
れ
、

低
体
重
児
に
な
っ
た
り
、
早
産

に
な
っ
た
り
と
大
き
な
リ
ス
ク

を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お

な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
も
、
妊
婦

の
近
く
で
の
喫
煙
は
控
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
乳
幼
児
、
特
に
乳
児
の

近
く
で
も
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群︵
S
I
D
S
︶

を
引
き
起
こ
す
要
因
の
ひ
と
つ

に
喫
煙
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
と
は
、

そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
が
事
故
や
窒
息
で
は
な
く
眠
っ

て
い
る
間
に
突
然
死
亡
す
る
病

気
で
す
。
発
症
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
1
歳
未
満
の
乳

児
死
亡
原
因
の
第
3
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
の
原
因
は
ま
だ
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
喫
煙
が
及
ぼ

す
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
調
査
・

研
究
の
結
果
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
で
の

喫
煙
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
た
ば
こ
の
害
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
﹃
禁
煙
﹄
に
つ
い
て
、

世
界
各
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
笛
吹
市
で
も
分
煙
・
禁

煙
施
設
の
指
定
な
ど
、
行
政
か

ら
禁
煙
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
﹁
自
己
責
任
﹂

と
い
う
言
葉
が
広
く
使
わ
れ
る
中
、

自
分
自
身
の
た
ば
こ
の
煙
に
つ

い
て
も
、
ま
た
、
含
ま
れ
る
有

害
物
質
の
行
方
に
つ
い
て
も
、

も
う
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　
平
成
19
年
度
の
始
ま
り
の
今
、

心
新
た
に
﹃
禁
煙
﹄
を
し
て
み

る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
今
は
、

医
療
機
関
に
お
い
て
も
禁
煙
を

支
援
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
禁
煙
を

と
考
え
て
い
る
人
は
、
健
康
づ

く
り
課
ま
た
は
支
所
の
保
健
師

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
愛
煙
家
の
皆
様
も
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
喫
煙
す
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平成13年4月2日から
平成14年4月1日生まれ
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◎問合せ先 ●産業観光部　農林振興課　０５５－２６２－４１１１（内線２３１・２３２）

◎問合せ先 ● �笛吹市緑化推進会議（産業観光部�農林振興課内）
��TEL�０５５－２６２－４１１１（内線２３１）　FAX�０５５－２６２－４１１5◎問合せ先 ●建設部　まちづくり整備課　計画指導担当　０５５－２６５－４７６２

　農薬を取り扱う皆さん、農薬は正しく使用しましょう。
　農薬を取り扱う方の安全はもちろん、農薬が周辺の住宅や他の農作物に飛散しないよう、ご注意く
ださい。

●住宅地周辺において農薬を散布するときは、事前に周辺住民に連絡していただくとともに、散
布方法や時間帯に注意してください。

●農薬の残液を河川等に流すと、環境汚染の原因になりますので、適正に処理してください。

●農薬を使用するときは、農薬のラベルに書かれている適用作物、使用濃度、使用時期及び使用
回数などの安全使用基準や注意事項を守ってください。

●事業所やご家庭において、樹木や花壇などの病害虫防除や、駐車場などの農地以外の場所で除
草剤を散布するような場合にも、周辺で栽培されている農作物に農薬が飛散すると、その農作
物が出荷できなくなることもありますので、ご注意ください。

　農薬の飛散などに係るトラブルを防ぐため、農家、非農家を問わず、地域において日頃から連絡を
取り合うようにしましょう。

　市では、住宅の地震に対する危険性への意識の啓発と家の耐震性を知り住宅の耐震化を促進するため、
木造個人住宅の耐震診断事業を実施します。

人が健康診断をするように
　　　家の耐震診断もしましょう　
　　　　　　診断費用は、市が全額負担します。

　本市は、大規模地震対策特別措置法に基づく東海地震が発生した場合に著しい地震災害が予想され
る地域として、『地震防災対策強化地域』に指定されています。
　　

木造個人住宅耐震診断の実施について
１．耐震診断対象住宅（次の条件をすべて満たす住宅）

①昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅　
（昭和５６年６月１日以降に増築を行った場合も可能です。）
②木造在来工法で建てられた２階建て以下の住宅
（プレハブ工法、ツーバイフォー工法等は対象外です。）
③長屋及び共同住宅以外のもの
④併用住宅の場合は、延床面積の２分の１以上が住宅として使用されている住宅
⑤市内に住所を有する方が所有し、かつ居住している住宅
　（複数の住宅を所有している方は、主に居住している１棟を対象にします。）

２．耐震診断費用
　耐震診断にかかる費用は、市が全額負担します。

３．調査・診断の概要
(ア)��今回の耐震診断は、「山梨県木造住宅耐震診断マニュアル」（簡易な耐震診断）により行います。
(イ)� 市が委託した「耐震診断技術者」が診断住宅に伺い、住宅調査を行います。（調査住宅の内外

に立ち入ることに承諾していただくことが条件となります。）
(ウ)� 調査は、目視調査が原則です。しかし、所有者の承諾を頂き、必要最低限の範囲で調査の障害

となるものの撤去等をさせていただく場合があります。
(エ)� 建築設計図書、建築確認図書又は住宅金融公庫審査書類等がある場合は、提示をしていただき

ます。
(オ)�耐震診断技術者が、建築時期や修繕及び地盤等の様子などをお聞きします。

４．耐震診断結果
　（社）山梨県建築士事務所協会で組織する耐震判定会で審査されたあと、市から耐震診断申込者に
報告します。

５．申込期間
　　平成１９年４月２日（月）～平成１９年４月１３日（金）まで

６．申込方法
　申込書は、笛吹市役所八代分庁舎建設部まちづくり整備課及び各支所に備えてあります。
　必要事項を記入し、申込期間内に笛吹市役所八代分庁舎建設部まちづくり整備課及び各支所へ提
出してください。（耐震診断申し込み者が多数の場合は抽選となる場合があります。）

※なお、木造個人住宅の耐震改修についても、補助金制度があり、上記耐震診断または同基準によ
る耐震診断が必須となりますので、住宅の耐震改修を考えている方は、下記まで問い合わせくだ
さい。

　平成１９年度募金運動実施中　ご協力をお願いいたします。

スローガン「つなげよう　輝く未来へ　緑のバトン」
「緑の募金」運動は、「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づいて行われています。

【この法律の基本的な考え方】
　森林及び樹木（緑）は、水源のかん養、環境の保全等、人間が健康で文化的な暮らしを確保する上で、
欠くことのできない役割を果たしています。
　このため、現在及び将来にわたって、豊かな緑と水に恵まれた生活を維持することができるよう、
国民の自発的な活動を生かして、森林整備等を積極的に推進することとしています。

【緑の募金運動期間】
　春　　季：４月１日～５月３１日（一宮・八代・境川・春日居・芦川地区）
　秋　　季：９月１日～９月３０日（石和・御坂地区）

【実施方法】
　家庭募金：各地区区長さんのご協力を得て、各戸よりご協力いただいております。
　街頭募金：４月４日にＪＲ石和温泉駅前にて、市長をはじめ市内緑の少年隊を中心に募金運動を展
　　　　　　開します。
　※�期間中は、市役所本庁舎農林振興課窓口に募金箱を設置しますので、ご協力をお願いします。

【用　途】
・緑化の推進……市内の学校への植栽や緑化資材の購入、公共施設の緑化、緑の少年隊の育成、緑化
　　　　　　　　の啓発など
・森林の整備……水源の森やみんなの森の造成、適切に管理されていない森の整備など
・国　際　協　力……熱帯林の保全、砂漠の緑化など



加藤ヨーガ教室　中村美由紀先生

無料

若彦路ふれあいセンター

6月12日、19日、26日、7月3日　午後1時30分

30人 山梨県テコンドー協会

無料

いちのみや桃の里スポーツ公園体育館

6月8日、15日、22日、29日　午後7時30分

30人

茅野しずか先生

食材費1,200円

いちのみや桃の里ふれあい文化館

9月1日、8日　午前10時

30人 早川ましろ先生

無料

御坂農村環境改善センター

6月6日、13日、20日、27日　午前10時

25人

佐藤洋子先生�ほか

負担金1,000円

境川坊ケ峯ふれあいセンター

9月7日　午後1時30分、9月14日　午前9時～

20人 市ごみ減量課�ほか

無料

御坂農村環境改善センター駐車場

9月3日（月）午前9時

25人

市スポーツ振興課　半田美恵子先生

無料

若彦路ふれあいスポーツ館

6月5日、12日、19日、26日、7月3日　午前10時

30人 市スポーツ振興課　半田美恵子先生

教材費�210円

境川坊ケ峯ふれあいセンター

6月11日、25日、7月9日　午前10時

30人

☆肉体と精神の健康を保つための伝統的なインドのヨーガです。
ヨーガで健康増進、心も身体もリフレッシュしましょう。

☆音楽にあわせながら格闘技テコンドーの動きを取り入れた
健康増進体操です。年齢に関係なく楽しめます。

☆生活習慣病を予防するバランスのとれた食事を身近な材料
で作って試食します。

☆ジャズダンスとエアロビクスを合わせもち色々な音楽に合
わせ身体を動かす楽しさを満喫できます。

☆ゴミを出さない料理の工夫とリサイクルプラント見学によっ
て、エコのこころを学びましょう。

☆太宰治ゆかりの天下茶屋から御坂城を経由して藤野木まで
歩きます。ブナ林の中、心身ともにリフレッシュしながら
ゴミ拾いをします。

☆毎回少しずつ運動レベルをアップさせ、体をならしていきます。4回
目と５回目ではトレーニングマシーンを使用します。100円ショッ
プで売っているような１キロ以下のダンベルを２個ご持参ください。

☆昔ながらの青竹踏み健康法を取り入れた易しいエクササイ
ズです。全身のツボが集中する足裏を心地よく刺激して全
身の機能アップをはかります。

山梨文化財研究所所長��萩原三雄先生

負担金1,000円

スコレーセンター駐車場

6月5日　午前8時30分

25人 渡会由美先生

材料費1,000円

働く婦人の家

8月18日　午前9時30分

20人

武田薫先生

無料

働く婦人の家

6月20日、27日、7月4日、11日、18日　午後7時30分

15人 角田万紀先生

教材費�5,600円

スコレーセンター

6月8日、7月13日、8月3日　午後7時30分

10人

佐藤洋子先生

食材費等�1,000円

春日居福祉保健センター

6月1日　午前9時30分

20人 小林美智子先生

教材費1,000円

境川総合会館

7月13日、20日、27日　午後8時

20人

清水日出美先生

教材費15,000円

春日居あぐり情報ステーション

5月29日、31日�午後7時、6月2日�午後1時30分

10人 笛吹市太鼓連合

負担金1,000円

天雷太鼓道場

6月7日、14日、21日、28日、7月5日　午後8時

20人

☆北杜市を訪ね、山本勘助のゆかりの地を巡ります。 ☆笛吹市内在住の主婦による水餃子づくりを中心とした家庭
料理の講座です。中国の伝統の味を学んでみませんか。

☆フラダンスで楽しく健康づくり。５回で１曲マスターでき
ます。

☆永遠に咲き続けるプリザーブドフラワーをアレンジメント
して楽しむ講座です。

チロルの森�指導員

3,000円

スコレーセンター駐車場

7月4日　午前8時30分

25人 夛田一晴先生

教材費�1,600円

スコレーパリオ陶芸室

6月5日、6日、12日　午後2時

5人

☆小麦粉をこねるところからピザづくりを体験ドッピングも
楽しいですよ。

☆九谷の六寸磁器皿2枚に、九谷の絵具を使って絵付けをしま
す。

☆野草や山菜を使って、自然食を楽しんでみましょう。 ☆ゆ・か・た、少しだけ特別な日のために・・・自分で着れ
る喜び感じましょう。

☆ジューンブライドの季節にあわせ、ブーケづくりします。
ピンク、白、ブルー、オレンジ、グリーンの５色の中から
好きな色を選んでください。

☆勇壮な和太鼓演奏を体験してみませんか。男性はたくまし
い背中をつくるために、女性は体脂肪の燃焼のためにも、
和太鼓教室に参加してみましょう。1曲マスターできますよ。

小松明美先生

教材費1,000円

石和図書館２階読書室

6月7日、7月5日、8月9日、9月6日（木）午後7時

15人 市図書館司書

教材費�500円

スコレー１階会議室

5月25日、6月22日、7月27日、8月24日、9月21日（金）午前9時30分

10人

☆いろいろな作品を朗読します。人前で読むこと、また話す
ことに自信がもてるようになります。また、朗読の声の出
し方、アクセントを基本から学べます。

☆世界でたった一冊のオリジナル絵本を製作します。子ども
の成長や思い出を絵本にしませんか？

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

集 合

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

　笛吹市教育委員会では、生涯学習の機会の充実を目指し市民講座を開催します。
多くの皆さまのお申込みをお待ちしています。

講 師 定 員

集合場所

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

集合場所

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

山梨園芸高校�橘田正博先生

教材費�1,500円

山梨園芸高校

6月8日　午後１時30分

25人 田中貞正先生

食材費�2,000円

八代総合会館

9月5日、12日、19日、26日　午前11時

20人

☆初夏の花で、庭や玄関を飾ってみませんか。楽しくガーデ
ニングを学ぶ講座です。

☆おいしいうどんとそば作りを体験してみんなで試食します。
水加減や練り加減など、楽しく身につけましょう。

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程
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パソコン教室あっとほーむ��小林美由紀先生

教材費10,000円八代総合会館視聴覚室

10人 市スポーツ振興課��半田美恵子先生

無料いちのみや桃の里スポーツ公園体育館

30人

市文化財課�ほか

入館料実費スコレーセンター

20人 県立博物館学芸員

入館料実費

県立博物館ロビー

7月4日　午後１時30分

30人

恵林寺信玄公宝物館��田代孝先生

入館料実費

スコレーセンター駐車場

9月12日、19日　午後1時出発

20人

☆初心者向けの長期パソコン講座です。電源の入れ方からワー
ドの基礎、エクセルの基礎、インターネットやメールの基
礎を学びます。

☆あなたの身についたしつこい脂肪とたたかってみませんか。
脂肪燃焼効果の高い運動プログラムを実践し、理想を現実
に塗りかえてみましょう。

☆笛吹市内の史跡、文化財、観光スポットの散策ガイド養成
講座です。あなたも笛吹市の観光ガイドとして活躍してみ
ませんか。

☆歌川広重が甲州を旅した様子を示す貴重な資料をもとに、
学芸員による最新の研究成果をお話いただきます。

卵殻モザイク研究所��安藤彩子先生

教材費3,000円

スコレー１階会議室

5月23日、6月20日、7月18日、8月22日、9月19日（水）午後7時

15人 現代礼作法蘆田会認定講師

無料

スコレー１階和室

6月21日、7月19日（木）　午後7時～8時30分

10人

☆卵殻モザイクで、かわいい雑貨・アクセサリーを造ってみ
ませんか？

☆あいさつからおもてなしの仕方まで学び、自分磨き・キャ
リアアップしてみませんか？

☆恵林寺信玄公宝物館を訪ね、武田信玄、山本勘助ゆかりの品々
を館長の解説により見学する講座です。また、甲州市を中
心に武田家ゆかりの地を訪ねます。

6月15日、22日、29日、7月6日、13日、8月17日、24日、9月7日、14日、
21日、28日、10月5日、12日、19日、26日、11月2日、9日、16日、30日、
12月7日　午後1時30分～

6月7日、14日、21日、7月5日、12日、19日、8月23日、30日、9月6日、
20日、27日、10月4日、18日、25日　午前10時

6月8日、22日、7月13日、27日、9月7日、21日、
10月12日、26日、11月9日、30日　午前9時30分

講 師 定 員

会 場 負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場 負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場 負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

集 合

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

山梨学院大学・野村證券

無料

山梨学院大学50周年記念館

5月16日、23日、30日、6月6日、13日、20日　午後7時

20人

☆団塊の世代の大量退職がはじまります。これからはじまるセカンドラ
イフに向けて、限りある資金をいかに守っていくのか、経済のプロフェッ
ショナルの目を通じて金融の仕組みを学びながら考える講座です。

☆入場無料。どなたでもご来場できます。お問い合わせは生
涯学習課まで。

講 師 定 員

会 場

負担金等

日 程

5月30日（水）午後7時開演

スコレーセンター集会室

日 時

会 場
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笛吹市民講座「スコレー大学」受講申込書

住　所

電話番号

生年月日 明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日

ふりがな 男・女

申込者氏名

希望する講座番号 講　座　名

キリトリ

〒

�

　平成１９年４月３日（火）より４月２０日（金）までの間、午前９時から午後５時の間に受け付けます。

期間を過ぎても定員に達しない講座は、各窓口に掲示して再募集をする場合があります。

■受　　付

　規定の申込書（コピー可）により、持参、郵送、ファックスにて受け付けます。持参、郵送の場合は、

「笛吹市教育委員会生涯学習課」窓口及び「各支所の地域課地域教育担当」窓口で受け付けます。（各施

設等の閉庁日、休館日を除きます）

　ファックスにてお申し込みの方は申し込み様式に必要事項を記入し、笛吹市教育委員会生涯学習課生涯

学習担当宛にお送りください。　

ファックス番号：０５５－２６３－７９６０

送　　付　　先：〒４０６－００３５　笛吹市石和町広瀬６２６－１　笛吹市スコレーセンター内　

　　　　　　　　　笛吹市教育委員会生涯学習課　生涯学習担当

■そ�の�他

・各講座は概ね90分としていますが、講座により多少の前後があります。また、時間設定が特殊な講座に

ついては各欄に記します。

・それぞれの講座には講座番号が記してあります。お申込の際には必ず講座番号と講座名の両方をご記入

ください。

・応募者多数による抽選の際は、笛吹市民を優先します。

・申込書は、市内各支所及び図書館、各地域教育担当窓口等に置いてあります。または、このページをコ

ピーしてご記入ください。

・応募者が定員を超えた場合は、抽選により受講者を決定します。希望者が一定の数に達しない場合等は、

講座を取りやめることもあります。

・受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。

・材料費、テキスト代、使用料、入場料、保険料等の負担金が必要な講座の受講者は、費用を先に納入し

て頂きます。講座受講者決定通知書の中で指定する銀行口座へ、必要金額を振り込んでください。期限

までに納入の無い場合はキャンセルしたものとみなされますのでご承知ください。

・自己都合により受講ができなくなった場合は受講者負担金の返金はできません。主催者の都合により講

座が行われなかった場合は、振込み手数料を除き返金いたします。
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　笛吹警察署長の「三枝」です。

　地域の皆様とともに、署員一丸となって安全で安心して暮らせ

るまちづくりに貢献していきたいと考えております。

　ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

笛吹警察署長　警視　三枝　昇

◎問合せ先
●公営企業部　下水道課
　　　０５５３−２６−５５４７

◎問合せ先
●笛吹市シルバー人材センター
０５５−２６２−００９９

　平成１９年度下水道事業受益者負担金の決定通知書を4月中旬に、対象者の方々に送付いたしますの
で内容をご確認ください。こちらは今年2月に提出いただきました受益者負担金申告書を基に作成して
おり、受益地・納付金額等が明記されております。

　なお、「下水道事業受益者負担金」の納付書および口座振替通知書は6月1日に郵送いたしますので、
金額をご確認の上、お支払のご準備をお願いします。

受益地・受益者負担金の確認をお願いします

○報奨金が付く５年一括・単年一括を希望された方の納付期限日は『平成19年６月14日（木）』と

なります。また、口座振替を希望された方も、６月14日(木)に指定口座より引落となります。

※なお、納付期限日までにお支払が出来なかった（口座振替を含む）場合、支払方法が報奨金なしの

分割納付になりますのでご注意ください。

○分割納付を希望された

方の納付期限日は下記

のとおりです。

第１期 ６月２９日 第１期 ６月２５日
第２期 ８月３１日 第２期 ８月２７日
第３期 １０月３１日 第３期 １０月２５日
第４期 １２月２８日 第４期 １２月２５日

窓口納付 口座振替日

　受益者負担金の支払を、水道使用料などと同じ口座から引き落とす場合でも、「受益者負担金」とし
ての手続きは必要になります。手続きは４月末日頃までに、下記金融機関にて手続きをお願いいたします。

○笛吹市指定金融機関（下記の本店及び各支店）

・山梨中央銀行・笛吹農業協同組合・フルーツ山梨農業協同組合
・甲府信用金庫・山梨信用金庫　　・山梨県民信用組合　

○郵便局

※不明な点がある場合には、各支所および
下水道課総務担当まで連絡をお願いします。

平成１９年４月１日から料金を改定します。

草刈り（１時間あたり） １，０００円 １，３００円

庭木の手入れ（１時間あたり） １，３００円 １，４００円

２００円

５，０００円

７，５００円

１０，０００円

１，０００円

※作業機械使用料金以外は、
　事務費５％が加算されます。

内　容 改定前料金 改定後料金

内　容 料　金

作業機械使用料金「チェンソー、管理機（テー
ラー）、オートモア等」（１時間あたり）

蜂の巣駆除

直径２０ｃｍ以下

直径３０ｃｍまで

直径３０ｃｍ以上

作業１時間あたり
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■
交
通
規
制
日
時
　
　

平
成
19
年
４
月
７
日︵
土
︶

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
５
分

■
交
通
規
制
区
間︵
図
参
照
︶

①
市
道﹁
一
宮
坪
井
線
﹂

坪
井
熊
野
神
社
南
交
差
点
〜
七
五
三
石
交
差
点
〜

本
都
塚
交
差
点
〜
浅
間
神
社
　
　
　
　
　
　
　
　

②
県
道﹁
市
之
蔵
・
山
梨
線
﹂

浅
間
神
社
〜
相
興
交
差
点
〜
矢
作
橋

③
県
道﹁
山
梨
・
御
坂
線
﹂

国
道
20
号
鷺
堂
交
差
点
北
︵
一
宮
東
原
竹
原
田
交

差
点
︶〜
七
五
三
石
交
差
点
〜
田
中
交
差
点

④
小
城
八
幡
橋
線︵
広
域
農
道
︶

国
道
20
号
両
ノ
木
神
社
北
交
差
点
〜
本
都
塚
交
差

点
〜
小
城
交
差
点
〜
新
日
川
橋

⑤
日
川
左
岸
協
定
道
路

　
新
日
川
橋
〜
矢
作
橋

　
４
月
７
日
︵
土
︶
、﹁
第
３
回
笛
吹
市
い
ち
の
み
や
桃
の

里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
﹂
が
県
内
外
か
ら
３
０
０
０
人
を
超
え

る
市
民
ラ
ン
ナ
ー
及
び
特
別
招
待
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
増

田
明
美
さ
ん
を
お
迎
え
し
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
会
場
地
で
あ
る
一
宮
町
内
の
主
要
道
路
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
、一
部
の
道
路
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
道
路
で
は
、
参
加
ラ
ン
ナ
ー
が
安
全

で
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
車
輌
を
コ
ー
ス
上
に
駐
車
さ
れ
ま
す
と
ラ
ン
ナ

ー
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
路

上
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
併
せ
て
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
な
お
、
ラ
ン
ナ
ー

は
市
役
所
一
宮
支
所

前
を
午
前
９
時
45
分

に
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

を
皮
切
り
に
、
10
㎞
、

親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
順
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
ゴ
ー
ル
の
桃

の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

は
花
ま
つ
り
の
会
場

に
も
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
市
民
み
な

さ
ま
の
ご
声
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
14
日
︵
土
︶
、
﹁
み
ず
ウ
オ
ー
ク
２
０
０
７

笛
吹
川
大
会
﹂
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、

﹁
水
辺
の
豊
な
自
然
の
中
を
歩
い
て
健
康
づ
く
り
﹂

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
る
ウ
オ
ー
ク
で
、
爽
や
か
な
春
風
に
誘
わ
れ

て
、
笛
吹
川
か
ら
金
川
の
森
を
歩
き
な
が
ら
、

桃
の
花
真
っ
盛
り
の
笛
吹
市
の
春
を
満
喫
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
、
水
泳
の
﹁
萩
原
智
子
﹂

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
招
い
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
日
時
　
平
成
19
年
４
月
14
日︵
土
︶

　
午
前
９
時
〜
９
時
45
分
︵
受
付
︶

　
※
当
日
受
付
可
能
︵
参
加
料
あ
り
︶

◎
集
合
場
所
　
笛
吹
市
清
流
公
園
︵
石
和
中
学

校
と
な
り
︶

◎
コ
ー
ス
　
清
流
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

し
、
７
㎞︵
新
設
︶・
10
㎞
・
20
㎞
の
３
コ
ー
ス

○
７
㎞
︵
蛍
見
橋
、
船
形
橋
、
笛
吹
川
土
手
、
鵜

飼
橋
渡
り
下
流
、
笛
吹
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
︶

○
10
㎞
︵
笛
吹
川
土
手
、
金
川
の
森
公
園
か
ぶ
と

む
し
の
森
駐
車
場
折
り
返
し
、
英
橋
、
笛
吹
橋
、

笛
吹
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
︶

○
20
㎞
︵
金
川
の
森
公
園
か
ら
金
川
上
流
、
四
の

橋
、
金
川
下
流
、
笛
吹
橋
、
笛
吹
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
、
春
日
居
駅
前
足
湯
、
同
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
︶

※
所
要
時
間
、
約
５
時
間
30
分

◎
主
催
　
笛
吹
市
、
読
売
新
聞
社
、
社
団
法
人

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

◎
問
合
せ
先
　
大
会
事
務
局

　
☎
０
３
︱
５
１
５
９
︱
５
８
８
６

　U
R
L
h
ttp

:/
/
in
fo
.y
o
m
iu
ri.co

.jp
/
ev
en
t

　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
同
じ
趣
味

を
も
っ
た
仲
間
同
士
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
日
時
　
平
成
19
年
４
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、

５
月
７
日
・
14
日
　
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

◎
場
所
　
石
和
西
小
学
校
体
育
館

◎
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内
履
き
︵
ラ
ケ
ッ

ト
、
ボ
ー
ル
は
用
意
し
ま
す
︶

◎
指
導
者
　
笛
吹
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会

◎
申
込
・
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

　
ͅ
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
６
０

◎
日
時
　
平
成
19
年
５
月
20
日
︵
日
︶

　
午
後
２
時
開
演
︵
１
時
30
分
開
場
︶

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

◎
入
場
料
　
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
⋯
無
料
︵
全

席
自
由
︶　
※
４
月
１
日︵
日
︶
か
ら
発
売
開
始

◎
曲
目
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト:

交
響
曲
第
41
番
﹁
ジ
ュ
ピ

タ
ー
﹂
、
ウ
ェ
ー
バ
ー:

﹁
ア
ン
ダ
ン
テ
と
ハ
ン
ガ
リ

ア
風
ロ
ン
ド
﹂、
ホ
ー
キ
ン
ス:

ウ
リ
ゼ
ン
︵
ヴ
ィ
オ

ラ
協
奏
曲
・
世
界
初
演
︶、
エ
ル
ガ
ー:

威
風
堂
々

他

◎
指
揮
・
演
奏

　
指
揮
　
藤
原
義
章

演
奏
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

独
奏
　
ヴ
ィ
オ
ラ
／
井
上
祐
子
︵
ブ
タ
ベ
ス
ト
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
。
現
在
イ
ギ
リ
ス
王
立
音
楽
院
教

授
。
演
奏
す
る
ホ
ー
キ
ン
ス
の
ヴ
ィ
オ
ラ
協
奏
曲
﹁
ウ
リ

ゼ
ン
﹂は
世
界
初
演
と
な
り
ま
す
。︶

◎
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

◎
日
時
　
平
成
19
年
５
月
20
日
︵
日
︶

　
午
後
２
時
開
演
︵
１
時
30
分
開
場
︶

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

◎
入
場
料
　
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
⋯
無
料
︵
全

席
自
由
︶　
※
４
月
１
日︵
日
︶
か
ら
発
売
開
始

◎
曲
目
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト:

交
響
曲
第
41
番
﹁
ジ
ュ
ピ

タ
ー
﹂
、
ウ
ェ
ー
バ
ー:

﹁
ア
ン
ダ
ン
テ
と
ハ
ン
ガ
リ

ア
風
ロ
ン
ド
﹂、
ホ
ー
キ
ン
ス:

ウ
リ
ゼ
ン
︵
ヴ
ィ
オ

ラ
協
奏
曲
・
世
界
初
演
︶、
エ
ル
ガ
ー:

威
風
堂
々

他

◎
指
揮
・
演
奏

　
指
揮
　
藤
原
義
章

演
奏
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

独
奏
　
ヴ
ィ
オ
ラ
／
井
上
祐
子
︵
ブ
タ
ベ
ス
ト
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
。
現
在
イ
ギ
リ
ス
王
立
音
楽
院
教

授
。
演
奏
す
る
ホ
ー
キ
ン
ス
の
ヴ
ィ
オ
ラ
協
奏
曲
﹁
ウ
リ

ゼ
ン
﹂は
世
界
初
演
と
な
り
ま
す
。︶

◎
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

（昨年のふるさと・こどもらくご会より）

　
大
人
気
の
落
語
を
通
し
て
、
日

本
の
伝
統
話
芸
と
、豊
か
な
表
現
力
、

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
楽
し
く
学

び
ま
し
ょ
う
。
彦
い
ち
師
匠
が
や

さ
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

　
今
年
は
、
か
ん
た
ん
英
語
落

語
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
！
楽
し
い
ヨ
！

︻
公
演
︼

◎
日
時
　
平
成
19
年
８
月
12
日︵
日
︶

　
午
後
２
時
︵
１
回
公
演
︶

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

◎
出
演
者
　
林
家
彦
い
ち
・
神
田
山
陽
・
地
元
の
小

中
高
生
　
他

︻
出
演
者
募
集
内
容
︼

◎
応
募
資
格
　
笛
吹
市
並
び
に
近
隣
市
町
村
に
在
住

の
小
中
高
生
　
※
平
成
19
年
８
月
12
日
︵
日
︶
の
本

番
、左
記
の
面
談
会
、練
習
日
程
に
参
加
で
き
る
方
。

◎
面
談
会
　
平
成
19
年
４
月
30
日
︵
月
・
祝
︶
午
前

10
時
︵
基
本
的
に
応
募
者
全
員
が
合
格
・
参
加
で

き
ま
す
。
た
だ
し
人
数
制
限
あ
り
。︶

◎
練
習
日
程
　

４
／
30
︵
日
︶、
５
／
６︵
日
︶、

　
５
／
20
︵
日
︶、
６
／
10
︵
日
︶、
６
／
24
︵
日
︶、

　
７
／
１︵
日
︶、
７
／
29
︵
日
︶、
８
／
５︵
日
︶、

　
８
／
11
︵
土
︶リ
ハ
ー
サ
ル
、
８
／
12
︵
日
︶本
番

　
練
習
時
間
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
く
ら
い
。

︵
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
︶

◎
募
集
人
数
　
先
着
50
人
程
度

◎
応
募
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
顔
写
真
︵
２
×
３
セ

ン
チ
程
度
︶
を
貼
り
住
所
、
氏
名
︵
本
人
と
保
護

者
︶
、
電
話
番
号
、
︵
あ
れ
ば
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︶
、

学
校
名
、
学
年
、
特
技
を
記
入
の
上
、
ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限
　
平
成
19
年
４
月
26
日︵
木
︶
必
着

◎
申
込
・
問
合
せ
先
　
〒
４
０
６
︱
０
０
３
５

　
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
６
２
６
︱
１

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

◎
主
催
　
㈶
い
さ
わ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、

笛
吹
市
教
育
委
員
会

◎
助
成
　
地
域
創
造

※金額は税抜き価格です。

下水道関連配水管布設替工事第18-16工区（八代）

件　　名

八代町高家

場　　所

9,500,000

予定価格（円） 決定額（円）

9,200,000 ㈲椚設備

決定業者

平成19年2月7日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成19年2月21日

〃

〃

〃

入札日

笛吹市立かすがい東保育所建設に伴う測量調査業務委託 春日居町加茂 3,280,000 3,150,000 昭和測量㈱峡東支店

笛吹市立かすがい東保育所建設工事に伴う地質調査業務委託 春日居町加茂 1,100,000 1,020,000 昭和測量㈱峡東支店

舗装本復旧工事第23工区（御坂） 御坂町八千蔵 3,600,000 3,350,000 中央舗道建設㈲

舗装本復旧工事第22工区（御坂） 御坂町八千蔵 4,640,000 4,400,000 中央道路㈱

市道一宮1-5号線舗装復旧工事 一宮町塩田 5,000,000 4,750,000 丸浜舗道㈱

小石和地内市道石和337・351号線舗装本復旧工事 石和町小石和 5,300,000 5,000,000 日東建設㈱

市道御坂940号線舗装工事 御坂町成田 21,500,000 18,180,000 ㈱早野組

石和温泉駅駅前広場照明灯工事（その2） 石和町松本 7,340,000 7,000,000 ㈱ふじでん笛吹営業所

御坂町成田 9,700,000 9,190,000 ㈱ロード転落防止柵設置工事

八代町増利 1,410,000 1,271,000 ㈲天野組市道八代1号線水路改修工事

石和町東高橋 2,190,000 2,080,000 ㈱石和植木市道石和283号線水路改修工事

石和町松本 25,370,000 22,900,000 ㈱窪川組石和温泉駅駅前広場築造工事（その2）

笛吹市内 3,000,000 2,850,000 ㈱日昇建設緊急農道舗装修繕業務

芦川町中芦川 15,000,000 14,100,000 ㈱中村工務店

笛吹市農道617号線改良工事に伴う石綿管布設替工事

黒坂里道改良（第2工区）工事

御坂町夏目原 2,720,000 2,620,000 石原設備

農道26号線（河内地内）配水管布設工事 石和町河内 2,000,000 1,950,000 ㈲浅川住宅設備
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平成19年4月7日（土）

午後1時～3時30分

学びの杜みさか�視聴覚室

無料

90人

日　時

場　所

入場料

定　員

申込・問合せ先

TEL�055－263－0363
FAX�055－263－1203

笛吹市御坂図書館

TEL�055－262－5959問合せ先 石和図書館

講師プロフィール

笛吹市御坂町下黒駒生ま

れ。東北大学法学部卒業。

日本興行銀行退職後は、「新

交通ゆりかもめ」の建設

に従事するなど、東京都

外郭団体の経営に携わる。現在は山梨郷土研

究会に所属。

主要著作

「武田三代記」「甲州・武田一族滅亡史」「皇女・

三条華子：武田信玄夫人」「武田信玄その卒去

地を探る」「安芸・若狭武田一族」ほか。

　図書館では、旧町村役場が過去に発行した図書、広報紙、パンフレットなど行政

関係資料で、各ご家庭にねむっているものを収集・整理して図書館に備え、市民の

みなさまに情報として提供することを考えています。

　みなさまのご家庭で保管してあり、ご提供していただけるものがありましたら、

ご協力をお願いします。

※おはなし会などくわしくは各図書館のチラシをご覧ください。

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、敬老会・

公民館・まつり・老人ホーム・デイサービス施設・病院

等に出向き、年配者の方々にもサービスをさせていた

だいています。ご要望があれば随時出前おはなし会を

行っていますので、下記にお問合せください。

※個人的に朗読サービスをお受けになりたい方は、ご相談ください。

■問合せ先　石和図書館　055-262-5959（担当�雨宮）

●4月12日（木）・26日（木）　午前11時～11時30分
おはなし会タンタン

●4月14日（土）　午後1時30分から��
バムケロおはなし会

（土・日曜日に要望があれば随時お話会をしています）
お兄さんのおはなし会

●4月4日（水）・11日（水）・18日（水）・25日（水）
　毎週水曜日　午前11時から

あかちゃんとママのおはなし会

●4月7日（土）　午後2時から
　（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

おばあちゃんおはなし会

●4月27日（金）　午前10時30分から
おはなしのへや�もも（乳幼児向け）

●4月10日（火）　午前10時30分から
おりがみを楽しもう!�

●4月17日（火）　午前10時30分から
ぱぱとぐらんぱのおはなし会

●4月24日（火）　午前10時30分から
さくらんぼのおはなし会

●4月5日（木）・19日（木）　午前10時30分から
家族で始めようブックスタート

●4月7日（土）・14日（土）・21日（土）・28日（土）
　午前の部：11時～11時30分
　午後の部： 2時～ 2時30分　��毎週土曜日2回開催

耳をすませばえほん隊

平日…午前10時～午後9時　土・日・祝日…午前9時～午後5時

笛吹市石和図書館
平日・土・日…午前9時30分～午後5時

笛吹市八代図書館

平日…午前10時～午後7時　土・日・祝日…午前10時～午後5時

笛吹市春日居ふるさと図書館

平日・土…午前9時～午後5時

笛吹市境川図書室

●4月10日（火）・24日（火）　�午前11時～11時30分
（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせをします）

おはなし会ぴょんぴょん

●4月14日（土）　午後2時から
楽蔵（らくぞう）（映画会・お話・工作）

●4月20日（金）　午前10時30分～11時30分
ローズタイム（毎月第3金曜日）

平日…午前10時～午後6時　土・日・祝日…午前9時～午後5時

笛吹市御坂図書館

笛 吹 市 石 和 図 書 館

笛 吹 市 御 坂 図 書 館

笛 吹 市 一 宮 図 書 館

笛 吹 市 八 代 図 書 館

笛 吹 市 境 川 図 書 室

笛吹市春日居ふるさと図書館

＊

＊

＊

＊

＊

＊

：

：

：

：

：

：

2日（月）・ 9日（月）・16日（月）・23日（月）��������������

4日（水）・11日（水）・18日（水）・25日（水）・27日（金）��������������

2日（月）・ 7日（土）・ 9日（月）・16日（月）・23日（月）・27日（金）・30日（月）��������������

2日（月）・ 9日（月）・16日（月）・23日（月）・27日（金）・30日（月）��������������

1日（日）・ 8日（日）・15日（日）・22日（日）・29日（日）・30日（月）��������������

2日（月）・ 9日（月）・16日（月）・23日（月）・27日（金）

４月の
図書館
休館日

◆笛吹市石和図書館………☎�055－262－5959
◆笛吹市御坂図書館………☎�055－263－0363
◆笛吹市一宮図書館………☎�0553－47－5220

◆笛吹市八代図書館………☎�055－265－4011
◆笛吹市境川図書室………☎�055－266－2014
◆笛吹市春日居ふるさと図書館…☎�0553－26－2283

●4月11日（水）
（あんよ）午前10時15分～10時45分（1歳6カ月児～3歳児）
（だっこ）午前11時～11時30分（0歳児～1歳5カ月児）

おはなしのゆりかご

おはなしのぶらんこ

●4月14日（土）　午後2時から　��� 申込先：一宮図書館
　定員：15人����������

チャレンジ教室

ミニミニおはなし会

平日（火・木）…午前9時30分～午後7時　平日（水・金）・土・日…午前9時30分～午後5時

笛吹市一宮図書館

●4月22日（日）　午後２時から

●4月1日（日）・8日（日）・15日（日）・29日（日）午後2時から
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甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

社
会
保
険
相
談
所
を
開
設
し
、
健
康
保

険
に
関
す
る
簡
単
な
事
務
処
理
や
相
談

業
務
、
ま
た
厚
生
年
金
保
険
並
び
に
国

民
年
金
に
関
す
る
各
種
相
談
や
受
付
を

行
い
、
事
業
主
や
被
保
険
者
の
方
々
に

便
宜
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
内
容

は
固
く
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
平
成
19
年
４
月
17
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所�

…�

笛
吹
市
商
工
会
本
所

■
問
合
せ
先�

…�

甲
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
３
１

　
市
で
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計

業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
登
録

調
査
員
と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
内
容

国
が
実
施
す
る
各
種
指
定
統
計
調
査

（
工
業
統
計
、
商
業
統
計
な
ど
）
に
「
調

査
員
」
と
し
て
個
人
世
帯
や
事
業
所

な
ど
に
対
し
て
調
査
の
依
頼
及
び
調

査
票
の
回
収
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ

く
業
務
で
す
。

統
計
調
査
員
候
補
と
し
て
登
録
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
各
種
統
計
調
査
ご
と

必
要
に
応
じ
て
調
査
員
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
資
格

○
20
歳
以
上
で
責
任
を
も
っ
て
調
査

事
務
を
遂
行
で
き
る
方

○
調
査
上
の
秘
密
が
保
護
で
き
る
方

○
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関
係

な
い
方

■
報
酬�

…�

調
査
ご
と
に
定
め
ら
れ
る

基
準
に
よ
り
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
調
査
時
期

調
査
に
よ
っ
て
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
よ
っ
て
調
査
地
域
、

必
要
と
す
る
調
査
員
数
な
ど
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
沿
い
か

ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
室
　
経
営
政
策
担
当

☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１

（
内
線
２
２
９
）

　
日
中
の
気
温
は
40
度
、
朝
晩
は
３
度
、

ア
フ
リ
カ
高
地
の
１
日
の
温
度
差
で
す
。

厳
し
い
自
然
の
中
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々

に
と
っ
て
、
毛
布
は
寒
さ
を
し
の
ぐ
「
コ

ー
ト
」
や
「
ジ
ュ
ウ
タ
ン
」
さ
ら
に
直

射
日
光
を
さ
え
ぎ
る
「
屋
根
」
に
も
な

り
ま
す
。

　
今
年
で
23
年
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

に
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時�
…�
平
成
19
年
４
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

市
役
所
一
宮
支
所
　
駐
車
場

■
問
合
せ
先

　
・
毛
布
を
お
く
る
運
動
山
梨

☎
０
５
５
３
―
２
３
―
３
２
０
３

　
・
一
宮
地
区
連
絡
先
（
竹
下
）

☎
０
５
５
３
―
４
７
―
０
８
２
２

【
野
外
で
作
ろ
う
　
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ

ン
教
室
】

■
日
時

平
成
19
年
４
月
15
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
活
動
場
所

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

■
対
象

　
一
般
の
大
人
・
親
子

■
定
員�

…�

30
人

■
参
加
費

　
２
０
０
０
円
（
子
ど
も
は
半
額
）

■
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
軍
手

■
内
容

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
（
海
鮮
ピ
ラ
フ
・

鶏
肉
の
ロ
ー
ス
ト
・
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
・

り
ん
ご
の
ク
ラ
ン
ブ
ル
）

【
桜
餅
作
り
教
室
】

　
春
の
和
菓
子
と
い
え
ば
桜
餅
。
関
東

風
「
長
明
寺
」
と
関
西
風
「
道
明
寺
」

の
２
種
類
を
和
菓
子
の
先
生
と
一
緒
に

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
平
成
19
年
４
月
21
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
活
動
場
所

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

■
対
象�

…�

一
般
、
親
子

■
定
員�

…�

30
人

■
参
加
費

　
２
０
０
０
円
（
子
ど
も
は
半
額
）

■
内
容

桜
餅
作
り
、
お
花
見
（
作
っ
た
桜
餅

は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

☎
０
５
５
３
―
４
８
―
２
７
７
９

【
ワ
ー
ド
（
基
礎
）
】

■
日
程

平
成
19
年
５
月
７
日
・
８
日
・
10
日
・

11
日
・
14
日
・
15
日
（
６
日
間
）�

■
時
間

　
午
後
６
時
〜
９
時

■
定
員�

…�

20
人

■
受
講
料

２
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

■
申
込
期
限

平
成
19
年
４
月
27
日（
金
）

■
受
講
会
場
・
問
合
せ
先

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
３
０
８

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
５
５
３
―
３
２
―
５
２
０
２

　
防
衛
省
と
自
衛
隊
で
は
、
２
等
陸
海

空
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
年
齢
要
件

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
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期
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年
間
を
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じ
て
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っ
て
い
ま
す
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毎
月
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す
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述
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、
作
文
、
適
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検
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、
身
体
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査
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府
市
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新
１
―
７
―
９

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
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０
５
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―
２
５
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―
１
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１

甲
府
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５
―
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飯
島
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ル
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府
募
集
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内
所

☎
０
５
５
―
２
２
８
―
６
４
２
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労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環

境
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
労
働
基
準

法
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ど
で
定
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ら
れ
た
労
働
条
件
が
確

保
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れ
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こ
の
向
上
が
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れ
る
こ
と
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重
要
で
す
。
労
働
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準
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、

労
働
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件
の
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る
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家
公
務
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厚
生
労
働
省
の

専
門
職
員
）
で
す
。

■
受
付
期
間

平
成
19
年
４
月
２
日（
月
）
〜
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月
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金
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和
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1日（日）〜15日（日）

1日（日）

1日（日）〜7日（土）
3日（火）

4日（水）

4日（水）・5日（木）
5日（木）
6日（金）〜15日（日）
6日（金）〜5月20日（日）
6日（金）〜8日（日）・
13日（金）〜15日（日）
7日（土）

7日（土）・8日（日）
8日（日）

11日（水）・12日（木）
14日（土）

14日（土）・15日（日）
15日（日）

16日（月）

笛吹市桃の花まつり
釈迦堂花ウィーク（一宮町）
美和神社例大祭（御坂町）
奉納　甲斐駒流鏑馬神事（石和町）
笈形焼点灯（春日居町）
いさわ市部本通り歩行者天国（石和町）
八幡宮例大祭
石和温泉芸妓みこし・花みこし（石和町）
大石寺の火渡り（境川町）
山梨岡神社祭典（春日居町）
石和よさこいよっちゃばれ祭り（石和町）
甲斐国分寺お花見会場（一宮町）
「信玄・謙信、そして伝説の軍師」展（県立博物館）

桃の花まつり　春日居会場
甲州軍団出陣石和町内パレード（石和町）
第3回笛吹市いちのみや桃の里マラソン大会・おまつり広場（一宮町）
JR東日本　駅からハイキング（石和温泉駅）
永井天神の神楽（八代町）
桃の花まつり　やつしろ会場
金刀比羅神社例大祭（境川町）
第3回笛吹市みさか桃の花まつり全国ゲートボール大会（御坂町）
桃の花まつり　さかいがわ会場
みずウォーク2007笛吹川大会（石和町）
桃の花まつり　みさか会場
川中島合戦戦国絵巻（石和町）
大神幸祭（一宮町）※おみゆきさん
中山祭り（一宮町）

桃の花バス

1日（日）〜15日（日）

1日（日）

1日（日）〜7日（土）
3日（火）

4日（水）

4日（水）・5日（木）
5日（木）
6日（金）〜15日（日）
6日（金）〜5月20日（日）
6日（金）〜8日（日）・
13日（金）〜15日（日）
7日（土）

7日（土）・8日（日）
8日（日）

11日（水）・12日（木）
14日（土）

14日（土）・15日（日）
15日（日）

16日（月）

笛吹市桃の花まつり
釈迦堂花ウィーク（一宮町）
美和神社例大祭（御坂町）
奉納　甲斐駒流鏑馬神事（石和町）
笈形焼点灯（春日居町）
いさわ市部本通り歩行者天国（石和町）
八幡宮例大祭
石和温泉芸妓みこし・花みこし（石和町）
大石寺の火渡り（境川町）
山梨岡神社祭典（春日居町）
石和よさこいよっちゃばれ祭り（石和町）
甲斐国分寺お花見会場（一宮町）
「信玄・謙信、そして伝説の軍師」展（県立博物館）

桃の花まつり　春日居会場
甲州軍団出陣石和町内パレード（石和町）
第3回笛吹市いちのみや桃の里マラソン大会・おまつり広場（一宮町）
JR東日本　駅からハイキング（石和温泉駅）
永井天神の神楽（八代町）
桃の花まつり　やつしろ会場
金刀比羅神社例大祭（境川町）
第3回笛吹市みさか桃の花まつり全国ゲートボール大会（御坂町）
桃の花まつり　さかいがわ会場
みずウォーク2007笛吹川大会（石和町）
桃の花まつり　みさか会場
川中島合戦戦国絵巻（石和町）
大神幸祭（一宮町）※おみゆきさん
中山祭り（一宮町）

桃の花バス

釈迦堂から甲府盆地釈迦堂から甲府盆地

川中島合戦戦国絵巻川中島合戦戦国絵巻

おみゆきさんおみゆきさん

よさこいよっちゃばれ祭りよさこいよっちゃばれ祭り

▼３月は出会いと別れの季節。市内で
も高校や小中学校の卒業式が行われま

した。親しい友人と別れ新たな関係と出会う、学生時代と
別れ社会人としての自分に出会う、今までの職場を離れ新
しい仕事と出会う⋯といったさまざまな別れや出会いがあ
りますが私自身には４月の人事異動で新たな出会いは生ま
れるのでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　（N）
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